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は
じ
め
に

目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
四
二
年
）』
は
、
目
加
田
誠
博
士
（
一
九
〇
四
～
九
四
、
以
下
敬
称
略
）
が
、
中
国
中
北
部
を
訪

れ
た
際
の
記
録
、
大
学
ノ
ー
ト
二
冊
で
、
福
岡
県
の
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
、「
支
那
旅

行
日
誌
／
昭
和
十
七
年
秋
／
中
支
／
目
加
田
誠
」（
第
一
冊
）、「
支
那
旅
行
日
誌
／
北
支
／
昭
和
十
七
年
十
一
月
」（
第
二
冊
）
と
万
年

筆
に
よ
る
丁
寧
な
楷
書
の
文
字
が
あ
る
。
目
加
田
家
ご
遺
族
及
び
同
館
の
ご
好
意
に
よ
り
、
一
九
三
六
年
の
旅
行
日
記
に
続
き
、
翻
字

の
う
え
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

目
加
田
誠
は
、
こ
の
年
十
月
十
六
日
に
福
岡
か
ら
空
路
上
海
へ
向
か
う
。
そ
の
後
、
蘇
州
、
南
京
、
九
江
、
廬
山
、
漢
口
、
武
昌
、

岳
州
を
巡
り
、
再
び
北
京
を
訪
ね
、
釜
山
、
下
関
を
経
由
し
て
十
一
月
二
十
九
日
に
福
岡
へ
帰
着
し
た
。
本
稿
は
、
行
程
の
前
半
、
漢

口
到
着
ま
で
出
発
よ
り
十
月
二
十
七
日
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
上
海
で
は
内
山
完
造
、
陶
晶
孫
ら
と
交
流
す
る
。
蘇
州
で
は
即
席
の
座

（
１
）
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談
会
に
招
か
れ
、
南
京
よ
り
長
江
を
遡
上
し
て
九
江
に
向
か
い
、
駐
留
中
の
弟
と
再
会
を
果
た
す
。

各
地
で
厳
し
い
状
況
を
見
聞
し
た
た
め
か
、
言
葉
を
慎
重
に
選
び
な
が
ら
綴
っ
た
と
み
ら
れ
、
随
所
に
推
敲
の
痕
が
残
る
。
加
え
て
、

後
日
見
直
し
た
際
の
も
の
と
思
し
き
朱
墨
訂
正
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
修
正
に
つ
い
て
、
注
を
付
し
た
。
先
頃
、
早
稲
田
大
学
小
川
利
康

教
授
よ
り
、
同
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
松
枝
茂
夫
文
庫
に
当
該
旅
行
中
に
筆
者
が
松
枝
茂
夫
へ
送
っ
た
と
思
し
き
葉
書
が
あ
る
と

の
情
報
を
書
影
と
と
も
に
い
た
だ
い
た
。
確
認
で
き
た
葉
書
二
通
に
つ
い
て
、
当
該
日
に
注
を
付
し
、
概
要
を
記
し
た
。
同
文
庫
の
目

加
田
誠
書
簡
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
の
う
え
、
あ
ら
た
め
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
言
及
す
る
主
な
随
筆
は
以
下
の
と
お
り
。

	

・・「
論
文
集
の
あ
と
に
」（『
中
国
文
学
論
考
』
目
加
田
誠
著
作
集
第
四
巻
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
五
年
）
五
二
二
～
五
二
三
頁

	

・・「
中
国
今
昔　

廬
山
」（『
随
想　

秋
か
ら
冬
へ
』（
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
九
年
）
一
〇
四
～
一
〇
六
頁

	

・・「
わ
が
半
生
（
九
）」（『
夕
陽
限
り
な
く
好
し
』
第
四
章
「
夕
陽
限
り
無
く
好
し
」、
時
事
通
信
社
、
一
九
八
六
年
）
二
六
二
頁

本
稿
は
、
福
岡
出
発
か
ら
九
江
到
着
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。

【
凡
例
】

・・��

体
例
は
、
拙
稿
「
目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』
翻
刻
注
（
一
）」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
九
号
、
九
州
大
学

中
国
文
学
会
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
、
一
八
〇
～
二
〇
六
頁
）、「
目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』（
二
）」（『
文
学

研
究
』
第
百
十
九
輯
、
一
一
九
～
一
四
三
頁
）、「
目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』
翻
刻
注
」（
終
）」（『
文
学
研

究
』
第
百
二
十
輯
、
一
～
五
六
頁
）
に
従
う
。
本
文
に
付
す
傍
点
及
び
傍
線
は
、
朱
墨
に
よ
り
付
さ
れ
た
も
の
。

・・��

九
州
大
学
中
国
文
学
会
編
『
目
加
田
誠
「
北
平
日
記
」―
一
九
三
〇
年
代
北
京
の
学
術
交
流
』（
中
国
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
及
び

上
記
拙
稿
に
注
釈
が
あ
る
場
合
は
、「『
北
平
日
記
』
●
頁
注
●
」、「「
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）」（
●
）
●
頁
注
●
」
と
表

（
２
）
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記
し
た
。

・・��
文
献
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大
事
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
八
年
）、
尾
崎
雄
二
郎
・
竺
沙
雅
章
・

戸
川
芳
郎
［
編
集
代
表
］『
中
国
文
化
史
大
事
典
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
し
た
。
人
物
に
つ
い
て
は
、
主
と
し

て
中
村
義
ほ
か
『
近
代
日
中
関
係
史
人
名
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
般
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
「Japan K

now
ledge Lib

（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝japanknow

ledge-com

）
及
び
「
百
度
百
科
」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ

＝https://baike.baidu.com
/

）、
上
海
に
つ
い
て
は
、
木
之
内
誠
『
上
海
歴
史
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
（
増
補
改
訂
版
）』（
大
修
館
書

店
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

・・��

目
加
田
誠
が
旅
行
中
に
入
手
し
た
資
料
が
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
現
存
す
る
場
合
は
、
注
釈
内
に

そ
の
旨
を
記
す
。

・・��

中
華
民
国
通
貨
を
「
圓
（
法
幣
）」、
日
本
通
貨
を
「
円
」
と
書
き
分
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

【
第
一
冊
】
支
那
旅
行
日
誌　

昭
和
十
七
年
秋　

中
支

十
月
十
六
日

晩
方
雨
ふ
る
。
や
が
て
止
む
。
未
明
よ
り
起
き
て
さ
わ
ぎ
、
家
族
一
同
と
共
に
雁
の
巣
に
向
ふ
。

飛
行
場
に
は
、
楠
本　

松
枝　

瀬
利　

松
本　

渡
辺　

森　

の
諸
君
見
送
り
。

	�


此
度
は
、
始
め
北
支
か
ら
ま
わ
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
、
急
に
上
海
を
先
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
豊
島
氏
い
ろ
〳
〵
と
尽
力
し
、

幸
に
飛
行
機
の
切
符
を
買
つ
た
。
出
発
前
の
忙
し
さ
か
ぎ
り
な
し
。

	

（
欄
外
注
）
福
岡　

上
海
間　

航
空
券　

一
三
五
円

九
時
半
飛
行
機
柏
号
に
搭
乗
す
。
二
十
一
人
乗
り
ダ
グ
ラ
ス
機
。
爆
音
と
共
に
動
き
出
す
。
融
、
敬
子
そ
の
他
の
手
を
ふ
つ
て
送
る
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）
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機
は
一
旦
方
向
を
か
へ
、
更
に
爆
音
を
と
ゞ
ろ
か
し
て
滑
走
し
、
い
つ
の
間
に
か
地
を
離
れ
て
、
す
ぐ
に
海
の
上
に
出
た
。
残
ノ
島

の
沖
合
を
飛
ぶ
。
十
分
間
に
し
て
唐
津
の
沖
を
す
ぎ
る
。

雲
低
く
、
霧
ま
よ
ひ
、
機
は
極
め
て
低
く
飛
ぶ
。
海
上
は
墨
の
や
う
な
さ
ゞ
な
み
を
立
て
ゝ
静
謐
で
機
は
殆
ど
揺
れ
な
い
。

雲
ま
す
〳
〵
濃
く
、
機
は
海
面
に
す
れ
〳
〵
に
と
ぶ
。
島
影
も
見
え
な
く
な
る
こ
ろ
、
や
ゝ
動
揺
を
感
じ
た
が
、
時
に
又
雲
切
れ
て　

陽
が
窓
に
当
り
、
海
面
が
き
ら
〳
〵
と
き
ら
め
く
。

爆
音
と
、
軽
い
振
動
の
せ
い
で
た
ま
ら
ず
眠
気
を
覚
え
る
。
思
は
ず
う
と
〳
〵
す
る
。

十
一
時
半
頃
、
座
席
に
配
つ
て
あ
る
弁
当
を
た
べ
る
。
海
の
色
が
黄
色
く
な
つ
た
。
一
し
き
り
霧
が
ま
よ
ふ
と
思
ふ
間
に
も
う
海
を

こ
え
て
緑
の
陸
地
だ
。
泥
の
海
面
と
殆
ど
高
さ
の
違
は
ぬ
湿
地
だ
。
ど
れ
が
楊マ

マ

子
江
だ
か
黄
浦
江
だ
か
わ
か
ら
な
い
中
に
地
面
が
斜

め
に
な
つ
た
と
思
ふ
と
、
機
は
幾
度
も
旋
回
し
て
、
静
か
に
着
陸
。
大
場
鎮
飛
行
場
。
雁
の
巣
を
出
て
、
こ
ゝ
ま
で
三
時
間
足
ら
ず

で
あ
る
。

さ
て
こ
ゝ
に
我
乍
ら
呆
れ
た
失
策
を
し
た
。

着
陸
し
て
す
ぐ
安
着
の
電
報
を
打
た
う
と
し
て
頼
信
紙
に
認
め
、
金
を
払
は
ふ
と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
を
見
る
と
こ
れ
が
な
い
。　

住
友

の
信
用
状
と
共
に
、
先
刻
換
へ
た
軍
票
も
一
緒
に
入
れ
た
サ
ツ
ク
が
な
い
の
だ
。

洋
服
、
外
套
、
ど
の
ポ
ケ
ツ
ト
を
見
て
も
な
い
。
途
方
も
な
い
失
敗
だ
。
雁
の
巣
で
証
明
書
を
見
せ
る
と
き
そ
の
ま
ゝ
置
き
忘
れ
た

の
だ
ら
う
。

す
ぐ
飛
行
場
の
人
に
頼
ん
で
雁
の
巣
に
電
報
し
て
貰
ふ
。

と
に
角
仕
様
が
な
い
。
バ
ス
に
の
つ
て
航
空
会
社
営
業
所
ま
で
ゆ
く
。

女
事
務
員
は
大
い
に
同
情
し
て
、
金
を
立
て
替
へ
車
を
雇
つ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
の
つ
て
、
北
四
川
路
の
内
山
書
店
に
ゆ
く
。

途
に
見
る
に
上
海
の
町
は
何
と
物
資
の
多
い
こ
と
だ
ら
う
。

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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林
檎
、
野
菜
、
パ
ン
、
菓
子
、
何
で
も
積
ま
れ
て
ゐ
る
。

久
し
ぶ
り
に
見
る
支
那
の
町
だ
。
何
だ
か
嬉
し
い
。

雨
が
少
々
ふ
つ
て
来
た
。

内
山
に
来
て
み
る
と
け
ふ
は
休
み
。
今
度
は
歩
い
て
祥
徳
路
緑
苑
荘
の
小
野
君
を
訪
問
。
小
野
君
は
近
く
大
連
に
転
任
、
そ
れ
に
満

鉄
の
中
に
何
か
ゴ
タ
〳
〵
が
あ
つ
た
と
て
あ
わ
た
だ
し
い
最
中
。

小
憩
の
後
小
野
君
と
共
に
内
山
氏
の
自
宅
を
訪
れ
て
、
信
用
状
及
金
の
紛
失
を
語
る
。

内
山
氏
の
親
切
に
よ
り
今
日
は
内
山
氏
宅
に
泊
る
事
に
な
り
、
小
野
君
は
出
か
け
る
。

内
山
氏
か
ら
い
ろ
〳
〵
と
上
海
の
話
を
き
い
た
。
夕
方
ま
で
話
を
き
ゝ
二
階
で
夕
食
。

内
山
氏
は
座
談
会
に
出
席
、
奥
さ
ん
と
話
す
。
小
野
君
一
寸
来
て
今
夜
は
自
警
団
と
て
帰
る
。
や
が
て
内
山
氏
帰
宅
、
再
び
話
し
て
、

三
階
の
室
に
は
い
る
。

こ
の
家
は
一
階
応
接
間
、
二
階
居
間
、
三
階
の
小
室
が
書
斎
に
な
り
こ
ゝ
の
ベ
つ
ド
に
泊
る
。

ね
や
う
と
し
て
ト
ラ
ン
ク
を
あ
け
る
と
、
何
と
し
た
事
だ
。
信
用
状
の
サ
ツ
ク
は
ち
ゃ
ん
と
そ
の
中
に
あ
る
で
は
な
い
か
。
軍
票
も

そ
の
ま
ゝ
に
。
雁
の
巣
の
税
関
で
、
う
つ
か
り
之
を
ト
ラ
ン
ク
の
中
に
入
れ
て
了
つ
た
の
だ
。

こ
の
半
日
の
心
配
を
か
へ
り
み
て
腹
が
立
つ
や
ら
を
か
し
い
や
ら
情
な
く
な
る
。

そ
の
た
め
無
事
着
い
た
事
も
知
ら
せ
ず
、
家
で
は
案
じ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
に
。

十
七
日

晴　

爽
や
か
な
朝
だ
。

朝
食
に
パ
ン
、
バ
タ
、
紅
茶
、
卵
、
林
檎
す
べ
て
今
日
日
本
内
地
で
は
得
が
た
い
も
の
ば
か
り
。

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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午
前
中
小
野
君
を
訪
ね
、
散
歩
に
出
る
。

先
づ
航
空
会
社
に
昨
日
の
礼
に
ゆ
き
、
郵
便
局
で
家
に
電
報
し
、
そ
れ
か
ら
バ
ン
ド
を
歩
く
。
南
京
路
に
出
て
、
洋
書
店
そ
の
ほ
か

を
見
て
、
広
西
路
の
来
薫
閣
に
寄
る
。

南
京
路
に
て
昼
食
。
麺
、
饅
頭
な
ど
。

帰
途
、
小
野
君
に
分
れ
憲
兵
隊
に
よ
つ
て
み
た
が
副
官
は
留
守
に
て
逢
へ
ず
。

絵
ハ
ガ
キ
を
買
ひ
内
山
宅
に
戻
つ
て
書
き
、
再
び
町
に
出
て
投
函
す
。

海
軍
陸
戦
隊
に
よ
つ
て
、
岸
さ
ん
の
紹
介
の
藤
田
工
作
部
長
の
所
在
を
き
い
た
が
、
と
ほ
く
南
方
に
あ
つ
て
一
寸
ゆ
か
れ
ず
。
陸
戦

隊
の
兵
士
の
強
さ
う
な
こ
と
。

内
山
書
店
に
ゆ
き
主
人
と
語
る
う
ち
小
野
君
来
る
。

陶
晶
孫
と
も
こ
ゝ
で
待
ち
合
せ
、
今
夜
の
宴
会
新
雅
に
ゆ
く
。
今
夜
は
小
野
君
が
、
査
、
范
と
い
ふ
二
文
学
青
年
を
陶
氏
に
紹
介
す

る
と
い
ふ
会
に
飛
び
入
り
し
た
ま
で
。
内
山
主
人
も
一
緒
。

文
学
、
翻
訳
な
ど
に
つ
い
て
語
る
。
陶
氏
は
医
者
、
四
十
才
余
り
、
落
ち
着
い
た
人
、
静
か
に
物
を
見
て
書
く
人
だ
ら
う
。
二
青
年

は
何
れ
も
弱
い
。
査
君
は
漱
石
な
ど
訳
し
た
由
、
し
か
し
こ
の
人
々
か
ら
大
し
た
事
は
も
と
よ
り
期
待
出
来
ま
い
。
今
中
国
の
青
年

に
は
も
つ
と
〳
〵
必
死
に
な
つ
て
生
き
ぬ
く
気
迫
が
ほ
し
い
の
だ
。

内
山
に
帰
る
。
十
二
時
半
ま
で
主
人
と
語
る
。
内
山
に
泊
る
。

十
八
日
（
日
）

朝
、
憲
兵
隊
に
ゆ
き
し
も
や
は
り
不
在
。

新
亜
細
亜
ホ
テ
ル
に
宿
を
き
め
て
、
小
野
君
を
訪
ね
て
そ
の
事
を
云
ひ
、
内
山
に
て
荷
物
を
と
つ
て
ホ
テ
ル
に
投
宿
。
恐
ろ
し
く
大
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き
い
宿
で
、
自
分
の
泊
る
の
は
一
番
小
さ
い
部
屋
。
一
泊
八
円
五
十
銭
。
し
か
し
仲
々
い
ゝ
ホ
テ
ル
だ
。

午
食
は
森
永
に
て
ラ
ン
チ
、
一
圓
七
十
銭
。

菓
子
を
買
ふ
て
帰
る
。

一
時
半
頃
小
野
君
来
る
。
一
緒
に
河
南
路
の
中
華
書
局
、
掃
葉
山
房
、
商
務
印
書
館
を
歩
い
た
が
日
曜
で
休
み
。

百
新
書
店
で
巴
金
の
『
家
』、『
春
』、『
秋
』
三
部
作
を
買
ふ
て
家
に
送
ら
す
。
そ
の
価
三
十
八
元
（
日
本
軍
票
の
一
圓
は
儲
備
銀
行

の
五
元
五
角
に
当
る
）。

そ
れ
か
ら
、
更
に
町
を
歩
き
、
電
車
で
大
世
界
の
前
に
出
、
バ
ス
に
の
る
。
金
都
映
画
館
で
夕
方
の
切
符
を
買
ひ
、
仏
租
界
を
歩
く
。

こ
の
あ
た
り
支
那
人
町
は
日
本
人
の
姿
も
見
え
ず
、
た
ゞ
支
那
人
、
支
那
人
、
が
雑
沓
し
て
ゐ
る
。

日
本
の
現
状
の
苦
し
み
と
対
照
し
て
何
と
不
思
議
な
世
界
だ
ら
う
。
上
海
の
広
さ
は
を
ど
ろ
く
べ
し
。
地
域
人
口
は
東
京
に
及
ば
ぬ

が
、
東
京
は
今
や
隅
か
ら
隅
ま
で
一
色
で
あ
る
の
に
、
こ
の
上
海
の
町
は
何
と
複
雑
な
こ
と
だ
ら
う
。

日
本
人
が
多
く
来
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
も
虹
口
、
北
四
川
路
一
帯
だ
。
上
海
の
町
そ
の
も
の
か
ら
い
へ
ば
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ま
い
。

そ
ゞ
ろ
歩
く
外
人
の
中
敵
性
国
家
人
は
腕
に
赤
い
腕
章
を
つ
け
て
ゐ
る
。
歩
い
て
ゐ
る
外
人
は
一
様
に
柄
が
わ
る
い
。
往
々
外
人
の

乞
食
を
見
る
。

仏
租
界
の
何
と
か
い
ふ
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
の
む
。

来
て
ゐ
る
の
は
正
に
各
国
人
だ
。
満
鉄
の
松
井
、
水
野
と
い
ふ
人
を
紹
介
さ
る
。

夕
方
五
時
半
か
ら
、
金
都
映
画
館
で
映
画
「
秋
」
を
見
る
。
巴
金
の
作
の
映
画
化
。
兄
弟
に
よ
つ
て
時
代
を
現
し
、
之
ま
で
見
た
支

那
映
画
で
は
一
番
感
心
し
た
。
之
な
ら
日
本
に
も
つ
て
行
つ
て
も
恥
し
く
あ
る
ま
い
。

虹
口
に
来
て
ビ
ー
ル
を
の
み
食
事
を
し
て
ホ
テ
ル
に
か
へ
る
。

夜
の
上
海
は
灯
火
管
制
の
た
め
幾
分
暗
く
、
月
が
高
楼
の
上
に
出
て
ゐ
る
。
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雑
誌
、
小
説
月
報
、
万
象
、
古
今
、
と
い
ふ
四
種
の
雑
誌
を
映
画
館
の
前
で
買
つ
た
。

		


予
且
、
丁
諦
な
ど
と
い
ふ
人
が
多
く
書
い
て
ゐ
る
。

		


予
且
の
も
の
三
篇
読
む
。
日
本
の
婦
人
雑
誌
の
連
続
物
程
度
だ
ら
う
。
女
学
生
に
取
材
し
た
も
の
そ
の
う
ち
二
つ
。

十
九
日

ホ
テ
ル
に
て
日
本
の
朝
食
。

憲
兵
隊
に
ゆ
き
副
官
に
あ
つ
て
き
く
と
九
江
の
憲
兵
隊
か
ら
打
ち
合
せ
の
電
報
が
来
て
ゐ
た
。
修
は
九
江
に
ゐ
る
ら
し
い
。
そ
れ
に

よ
つ
て
今
後
の
予
定
を
作
ら
う
。

住
友
に
行
つ
て
信
用
状
の
金
を
五
百
五
十
圓
引
き
出
す
。
二
時
間
も
待
た
さ
れ
た
。

正
金
ま
で
歩
き
、
小
野
君
を
訪
ね
る
。
小
野
君
は
満
鉄
の
調
査
員
で
、
事
務
所
は
正
金
の
四
階
に
あ
る
。

一
緒
に
外
人
の
店
で
食
事
し
、
洋
書
や
で
『
西
廂
記
』
の
英
訳
を
買
ひ
、
バ
ス
に
の
り
自
然
科
学
研
究
所
に
ゆ
き
陶
氏
に
あ
ふ
。

そ
れ
か
ら
同
文
書
院
（
元
の
交
通
大
学
、
今
憲
兵
隊
と
同
居
）
に
行
つ
て
、
小
竹
文
夫
氏
を
訪
問
。『
中
国
版
画
史
図
録
』
の
購
入
を

序
で
に
た
の
ん
だ
。
支
那
語
の
授
業
を
参
観
出
来
な
か
つ
た
事
は
残
念
。

競
馬
場
の
前
の
大
き
な
ホ
テ
ル
で
お
茶
を
の
み
、
そ
れ
か
ら
大
三
星
と
い
ふ
菜
館
で
陶
氏
の
招
待
に
よ
る
宴
会
に
ゆ
く
。
同
席
は
先

般
の
潘
君
、
査
君
、
内
山
氏
、
山
室
女
史
、
張
君
、
西
村
君
、
小
玉
君
、
そ
れ
に
小
野
君
と
僕
。

之
は
余
り
話
し
度
い
こ
と
も
話
せ
ず
話
し
度
い
事
も
な
く
、
只
料
理
は
珍
し
か
つ
た
。
煨
鶏
（
泥
に
蔵
し
た
鶏
の
料
理
）
そ
の
ほ
か

常
熟
料
理
。

ホ
テ
ル
に
小
野
君
と
西
村
君
と
一
緒
に
か
へ
り
十
一
時
す
ぎ
ま
で
話
す
。

そ
の
時
き
い
た
話
、
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杭
州
の
『
四
庫
全
書
』
は
蒋
介
石
の
方
に
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
。
浙
江
図
書
館
の
も
の
は
一
部
接
収
の
こ
と
。
南
京
の
国
家
図
書
館

の
も
の
も
善
本
は
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
。（〔
朱
字
〕
間
チ
ガ
ヒ
）

嘉
業
堂
の
も
の
は
散
佚
し
た
こ
と
。

章
太
炎
た
ち
の
国
学
研
究
会
は
そ
の
後
上
海
に
引
こ
し
て
ゐ
た
こ
と
。

上
海
の
街
の
底
の
深
さ
は
到
底
わ
か
ら
な
い
。

弄
洞
（
？
）
と
か
い
ふ
町
の
露
路
を
は
さ
ん
だ
三
階
建
の
中
の
生
活
は
思
つ
て
み
て
も
恐
ろ
し
い
。
都
会
の
悲
惨
だ
。
都
市
と
い
ふ

も
の
ヽ
発
達
の
極
が
之
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
に
比
し
て
町
を
歩
く
支
那
の
女
の
贅
沢
さ
は
又
ど
う
だ
。
之
も
こ
の
都
会
の
生
ん
だ
変

態
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
何
に
し
て
も
印
象
が
余
り
強
く
多
く
、
自
分
に
は
と
て
も
ま
だ
ま
と
ま
つ
た
考
を
も
ち
得
な
い
。
一
日

こ
の
町
を
は
な
れ
て
静
か
に
ね
て
考
へ
て
み
た
ら
い
ゝ
か
も
知
れ
な
い
。

人
間
の
多
い
こ
と
も
恐
ろ
し
い
ば
か
り
だ
。
只
も
う
人
の
氾
濫
だ
。
そ
こ
に
は
大
東
亜
戦
争
も
何
事
も
な
い
、
只
々
人
の
う
ご
め
き
だ
。

二
十
日

朝
の
う
ち
家
へ
送
る
土
産
物
を
買
ふ
。

日
毛
糸　

三
十
五
圓
（
半
ポ
ン
ド
づ
ゝ
送
る
由
）

敷
布　

十
一
円
余

湯
上
り
タ
オ
ル
二
つ　

九
円
二
十
銭

右
送
料
、
工
部
局
税
金
、
併
せ
て
六
十
圓
、
馬
鹿
々
々
し
い
値
段
だ
が
。

満
鉄
に
ゆ
き
、
小
野
君
と
一
緒
に
、
市
政
研
究
会
と
か
い
ふ
と
こ
ろ
に
行
つ
て
、
恰
度
来
合
せ
て
ゐ
た
山
岸
女
史
に
あ
ふ
。
氏
は
こ

の
市
外
で
社
会
事
業
を
や
つ
て
ゐ
る
ひ
と
。
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四
川
路
の
近
代
科
学
図
書
館
を
訪
ふ
。
図
書
館
は
な
ん
だ
か
生
彩
な
し
。

蒋
松
輝
君
と
い
ふ
人
に
紹
介
さ
れ
、
小
野
君
と
三
人
本
屋
を
み
る
。

中
華
書
局
で
四
部
備
要
合
訂
本
『
二
十
四
史
』
の
（
完
成
せ
ず
）
八
冊
ま
で
買
ふ
。
送
料
共
で
八
十
八
圓
余
、（
あ
と
十
冊
あ
り
。
送

料
共
恰
度
百
圓
に
な
る
由
。）

商
務
印
書
館
そ
の
他
を
見
る
が
本
は
少
い
。

開
明
で
劉
復
の
雑
文
を
買
ふ
。

京
華
と
い
ふ
新
式
の
料
理
で
点
心
を
食
べ
る
。

小
野
君
と
分
れ
て
来
薫
閣
に
ゆ
き
、
今
日
は
幸
ひ
陳
杭
が
家
に
ゐ
て
、
府
県
志
購
入
の
相
談
を
す
る
。

久
し
ぶ
り
に
北
京
語
を
使
ふ
事
が
出
来
て
嬉
し
か
り
き
。

先
施
公
司
で
自
分
用
の
湯
上
タ
オ
ル
を
買
ふ
と
一
圓マ

マ

五
十
銭
（
日
本
の
金
で
）。

け
さ
送
ら
せ
た
神
戸
商
会
の
三
分
の
一
の
値
段
也
だ
。

そ
こ
か
ら
電
車
で
ホ
テ
ル
に
か
へ
る
。

ホ
テ
ル
に
て
湯
に
入
る
。

小
野
君
の
家
に
行
つ
て
夕
食
。
陶
晶
孫
氏
に
挨
拶
の
訪
問
に
ゆ
き
し
所
、
恰
度
自
警
団
に
て
表
に
立
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
月
を
眺
め

乍
ら
暫
く
話
し
て
別
れ
る
。

内
山
に
も
挨
拶
に
ゆ
く
。

十
時
す
ぎ
ホ
テ
ル
に
か
へ
る
。
明
日
は
蘇
州
に
行
く
予
定
。

（
90
）

（
91
）（

92
）

（
93
）

（
94
）

（
95
）

（
96
）

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）

10

文
学
研
究

　
第
百
二
十
一
輯



十
月
二
十
一
日

午
前
十
時
二
十
五
分
の
汽
車
で
蘇
州
に
ゆ
く
つ
も
り
で
小
野
君
と
駅
に
行
つ
た
が
、
之
は
三
等
車
ば
か
り
で
ひ
ど
い
汽
車
ら
し
い
の

で
、
十
二
時
の
列
車
に
か
へ
る
。

崑
山
を
す
ぎ
て
二
時
す
ぎ
蘇
州
に
つ
く
。
す
ぐ
皇
后
飯
店
に
宿
を
き
め
た
が
恐
ろ
し
く
ひ
ど
い
部
屋
だ
。
と
て
も
今
夜
は
眠
れ
ま
い
。

近
く
の
百
貨
公
司
（
大
丸
）
の
四
階
の
放
送
局
に
岩
井
氏
を
訪
ね
（
蘇
州
中
国
放
送
協
会
、
岩
井
隆
一
）、
台
長
周
卓
人
に
あ
ふ
。
明

日
蘇
州
の
文
芸
家
を
集
め
て
座
談
会
を
催
し
た
き
由
。

中
日
文
化
協
会
に
つ
と
め
る
日
本
語
の
出
来
る
若
い
者
を
案
内
に
か
し
て
貰
ひ
旧
書
店
を
見
る
。
別
に
ほ
し
い
も
の
も
な
し
。
観
前

街
を
歩
き
、
俥
で
獅
子
林
に
ゆ
く
。
俗
極
ま
る
。
興
味
な
し
。

又
観
前
街
に
か
へ
つ
て
、
そ
の
男
と
一
緒
に
晩
食
を
食
ふ
。
こ
ゝ
は
今
蟹
の
時
期
だ
。

夜
は
所
在
な
く
宿
に
帰
つ
た
が
さ
て
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。
あ
た
り
は
や
か
ま
し
い
。
電
灯
は
暗
い
。
こ
ん
な
事
な
ら
早
く
南
京
に
行

つ
て
了
ひ
度
い
。
そ
れ
と
も
二
十
四
の
船
の
切
符
を
買
つ
て
、
そ
れ
ま
で
上
海
に
ゐ
れ
ば
良
か
つ
た
。

隣
り
の
部
屋
で
胡
弓
が
な
つ
て
、
誰
か
ゞ
老
生
を
う
た
ひ
、
つ
ゞ
い
て
浄
の
大
声
に
な
つ
た
。
向
ひ
の
部
屋
で
は
麻
雀
だ
。
こ
の
騒
々

し
さ
も
支
那
宿
の
風
景
か
。
ボ
ー
イ
が
女
を
つ
れ
て
来
る
。
や
つ
と
追
ひ
返
す
。
ね
む
い
け
れ
ど
や
か
ま
し
く
て
ね
む
れ
ず
、
起
き

て
タ
バ
コ
を
吸
ひ
、
さ
め
た
茶
を
の
み
、
床
に
入
り
、
又
起
き
て
タ
バ
コ
を
吸
ふ
。

明
日
の
晩
は
も
う
南
京
に
行
つ
て
泊
ら
う
か
。

上
海
が
な
つ
か
し
い
。

二
十
二
日

昨
夜
は
や
か
ま
し
か
つ
た
が
疲
れ
て
ゐ
る
と
見
え
て
い
つ
か
ね
む
つ
た
。
七
時
す
ぎ
目
が
さ
め
る
。
観
前
街
で
コ
ー
ヒ
ー
と
パ
ン
を
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食
べ
さ
す
家
を
見
付
け
て
朝
食
を
す
ま
せ
、
少
し
散
歩
し
、
百
貨
公
司
で
南
京
ま
で
の
切
符
（
急
行
券
共
二
等
で
十
七
圓
余
）
を
買

ふ
。
子
供
の
長
靴
が
目
に
つ
い
た
の
で
融
の
た
め
に
買
つ
て
送
る
。
十
三
円
余
。
放
送
局
に
行
つ
て
み
た
が
岩
井
氏
は
来
て
を
ら
ず
、

ひ
と
り
外
に
出
て
骨
董
屋
な
ど
見
て
ゐ
た
が
、
仕
様
が
な
い
の
で
俥
を
雇
つ
て
滄
浪
亭
に
行
つ
て
み
た
。
滄
浪
亭
は
秋
風
に
落
莫
た

る
あ
り
さ
ま
で
人
影
も
な
い
。
ず
ん
〳
〵
奥
の
方
に
入
つ
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
の
一
室
に
国
学
社
の
看
板
が
か
け
て
あ
り
、
唯
一
人
、

人
が
座
つ
て
ゐ
た
の
で
刺
を
通
じ
、
国
学
社
発
行
の
『
江
蘇
文
献
』
合
訂
本
を
貰
ふ
。
こ
ゝ
は
今
こ
の
『
江
蘇
文
献
』
の
発
行
と
、

別
に
月
課
を
予
め
題
を
出
し
て
文
を
作
ら
せ
る
事
を
し
て
ゐ
る
由
。

園
内
を
歩
い
て
ま
わ
る
と
只
落
葉
の
音
ば
か
り
。
う
ら
ぶ
れ
た
景
色
が
一
種
の
情
趣
を
起
さ
せ
る
。
図
書
館
は
滄
浪
亭
の
前
に
あ
る
。

放
送
局
に
再
び
来
て
み
る
と
岩
井
と
い
ふ
人
は
や
は
り
来
て
ゐ
な
い
が
周
台
長
が
や
つ
て
来
て
、
図
書
館
長
の
徐
徴
氏
を
呼
び
、
一

緒
に
昼
飯
を
た
べ
に
ゆ
く
。
昨
日
食
べ
た
店
の
前
の
家
、
蟹
料
理
と
か
魚
の
肺
だ
と
か
。

三
人
で
話
し
て
面
白
か
つ
た
。
蘇
州
に
於
け
る
文
学
者
の
生
活
の
方
法
の
な
さ
が
何
よ
り
も
話
題
に
な
つ
た
。

陳
奐
の
事
が
話
に
出
て
、
徐
徴
氏
は
そ
の
血
つ
ゞ
き
だ
と
い
つ
て
ゐ
た
。
章
太
炎
の
事
も
話
に
出
る
。
段
玉
裁
の
晩
年
住
ん
で
ゐ
た

と
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
由
。
料
理
や
を
出
て
、
あ
ま
り
と
ほ
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
兪
曲
園
の
春
在
堂
を
見
る
。
恐
ろ
し
く
立
派

な
大
き
な
構
へ
だ
が
今
は
可
成
り
荒
れ
て
ゐ
る
。

子
孫
が
こ
ち
ら
に
ゐ
な
い
か
ら
だ
ら
う
。

恵
棟
の
子
孫
の
恵
心
可
と
い
ふ
者
は
省
政
府
の
何
か
の
役
に
つ
い
て
ゐ
る
ら
し
い
。
陳
奐
の
直
系
の
子
孫
は
な
い
ら
し
く
、
そ
の
傍

系
の
も
の
は
非
常
に
貧
乏
し
て
ゐ
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
か
ら
留
園
に
ゆ
く
。
七
年
前
に
来
た
時
に
比
べ
て
何
と
荒
れ
は
て
た
こ
と
だ
ら
う
。
あ
の
時
の
感
じ
と
は
ま
る
で
ち
が
つ
て
了

つ
た
。
そ
れ
に
あ
の
時
は
春
だ
つ
た
か
ら
柳
の
芽
が
美
し
く
遊
人
も
少
な
か
ら
ず
、
冠
雲
台
で
茶
を
飲
ん
だ
り
し
た
も
の
だ
が
、
今

は
人
影
も
な
く
、
茶
を
の
ま
せ
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
只
秋
風
落
漠
と
し
て
、
木
樨
の
香
り
が
廻
廊
に
み
ち
る
。
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留
園
を
出
て
西
園
に
一
寸
ゆ
き
、
も
う
疲
れ
て
ゐ
る
か
ら
そ
こ
で
俥
を
雇
つ
て
貰
つ
て
一
旦
宿
に
か
へ
る
。

け
ふ
は
昨
日
と
ち
が
つ
て
蘇
州
の
よ
さ
を
味
つ
た
。

風
は
少
し
寒
い
。

夜
、
百
貨
店
の
二
階
で
中
日
文
化
協
会
主
催
で
座
談
会
を
開
き
つ
ゞ
い
て
宴
会
。

教
育
庁
長
袁
殊
、
同
秘
書
、
中
日
文
化
協
会
理
事
で
作
家
の
丁
々
、
其
他
建
設
庁
と
か
何
と
か
の
役
人
や
新
聞
記
者
た
ち
約
二
十
名
。

御
馳
走
は
う
ま
か
つ
た
が
大
し
た
収
穫
も
な
し
。

要
す
る
に
蘇
州
に
は
新
作
家
は
を
ら
ず
、
旧
学
者
の
活
発
な
る
運
動
も
な
く
、
只
僅
か
に
二
三
の
静
か
な
学
者
が
蘇
州
の
掌
故
な
ど

を
調
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

今
夜
又
皇
后
飯
店
の
昨
夜
の
部
屋
に
と
ま
る
。

や
か
ま
し
く
て
な
ら
な
い
。

蘇
州
の
印
象
は
上
海
と
は
全
く
ち
が
つ
た
も
の
だ
。
古
い
静
か
な
田
舎
で
あ
る
（
人
口
は
約
三
十
万
、
少
し
そ
れ
に
近
頃
増
加
し
て

ゐ
る
由
）。
こ
ゝ
に
多
く
の
文
人
学
者
が
華
や
か
に
活
躍
し
た
往
時
を
な
つ
か
し
く
偲
ぶ
ば
か
り
だ
。

二
十
三
日

昨
夜
は
や
か
ま
し
く
て
三
時
す
ぎ
ま
で
ね
む
れ
な
か
つ
た
。
三
時
に
な
つ
て
喧
騒
は
幾
分
静
ま
つ
た
が
、
ど
こ
か
の
部
屋
の
麻
雀
は

尚
つ
ゞ
い
て
ゐ
た
。

こ
う
し
て
明
方
近
く
ま
で
さ
わ
ぎ
散
ら
し
て
、
い
つ
に
な
つ
た
ら
彼
ら
は
寝
る
の
だ
ら
う
。
根
比
べ
の
つ
も
り
で
雑
誌
を
よ
ん
で
ゐ

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
眠
つ
て
ゐ
た
。
何
と
い
ふ
不
健
全
な
彼
ら
の
生
活
で
あ
ら
う
。
客
の
ね
て
ゐ
る
部
屋
の
前
で
走
り
ふ
ざ
け
奇

声
を
発
し
て
、
少
し
も
人
の
感
情
を
顧
み
ぬ
。
習
慣
と
は
い
へ
下
等
な
話
だ
。
之
が
あ
の
慇
懃
礼
節
を
つ
く
す
中
国
の
人
々
と
同
じ
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人
種
な
の
で
あ
ら
う
か
。

支
那
宿
に
泊
つ
た
の
も
、
亦
い
ゝ
経
験
で
あ
つ
た
。

朝
七
時
半
に
目
が
さ
め
る
。
す
ぐ
顔
を
洗
ひ
仕
度
を
し
て
勘
定
を
払
ふ
。
二
泊
十
五
元
、
チ
ツ
プ
に
六
元
を
い
た
。
ボ
ー
イ
が
よ
ほ

ど
不
平
ら
し
い
（
日
本
金
に
な
ほ
し
て
二
泊
心
付
け
共
で
約
四
円
）。
之
で
は
部
屋
が
悪
い
の
も
無
理
は
あ
る
ま
い
。

放
送
局
の
前
に
行
つ
て
み
た
が
ま
だ
入
口
が
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

周
台
長
に
挨
拶
し
た
か
つ
た
が
逢
へ
な
い
い
の
は
残
念
。

観
前
街
の
き
の
う
の
店
で
牛
乳
と
パ
ン
。

俥
に
の
つ
て
駅
に
向
ふ
。
風
が
稍
つ
め
た
い
。

街
上
馬
桶
を
あ
ら
ふ
も
の
多
く
、
サ
ツ
サ
ツ
と
い
ふ
音
が
方
々
で
き
こ
え
る
。

北
寺
の
塔
は
昔
の
ぼ
つ
た
が
、
今
度
は
只
駅
の
往
復
に
そ
の
下
を
通
つ
た
ゞ
け
。
そ
の
昔
塔
の
上
か
ら
見
た
美
し
い
町
の
屋
根
を
想

ひ
起
す
。

俥
は
平
門
を
出
て
橋
を
渡
る
。
城
壁
の
ま
わ
り
を
水
が
め
ぐ
つ
て
ゐ
る
。
水
は
可
成
り
美
し
い
。
城
門
の
と
こ
ろ
で
一
旦
俥
を
降
り
、

中
国
人
は
荷
物
と
身
体
の
検
査
を
し
て
橋
を
わ
た
る
。
我
々
は
只
憲
兵
に
帽
子
を
と
つ
て
歩
い
て
す
ぎ
る
。

駅
に
つ
い
た
ら
、
ま
だ
一
時
間
あ
つ
た
。
駅
上
の
食
堂
で
珈
琲
を
の
み
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
誌
す
。

十
時
二
十
五
分
の
汽
車
で
南
京
に
向
ふ
。

無
錫
、
常
州
、
丹
陽
を
す
ぎ
る
間
、
実
に
広
い
平
野
だ
。

鎮
江
で
は
甘
露
寺
、
金
山
寺
が
見
え
て
、
旧
遊
を
想
ひ
起
す
。

蘇
州
の
駅
で
買
つ
た
『
江
蘇
日
報
』
に
昨
夜
の
中
日
文
化
協
会
の
記
事
が
大
々
的
に
出
て
、
私
の
挨
拶
も
ほ
ど
よ
く
ま
と
め
て
掲
げ

ら
れ
て
ゐ
る
。
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柴
金
山
が
見
え
て
や
が
て
南
京
に
つ
く
。
南
京
で
は
大
変
検
査
が
き
び
し
い
と
か
聞
い
た
が
何
事
も
な
い
。
一
寸
会
釈
し
て
通
る
だ

け
で
す
む
。

駅
か
ら
バ
ス
で
市
内
に
向
ふ
（
首
都
飯
店
の
バ
ス
が
迎
へ
に
来
て
ゐ
る
と
き
い
て
い
た
の
に
来
て
ゐ
な
い
の
で
）。

ロ
ー
タ
リ
ー
で
降
り
て
ツ
ー
リ
ス
ト
に
ゆ
き
、
更
に
中
山
東
路
の
上
海
旅
行
案
内
所
支
店
で
九
江
ま
で
二
等
の
船
の
切
符
（
二
十
九

円
）
を
買
ふ
。
幸
ひ
一
枚
不
要
で
返
し
て
来
た
人
が
あ
つ
た
の
で
買
へ
た
。

そ
こ
か
ら
宝
来
館
に
行
く
。
静
か
な
部
屋
を
求
め
て
泊
る
。
割
合
に
気
持
の
よ
さ
ゝ
う
な
宿
だ
。

浴
場
も
ま
だ
誰
も
入
つ
て
ゐ
な
い
き
れ
い
な
湯
で
な
み
〳
〵
と
あ
り
、
蘇
州
の
支
那
宿
の
垢
を
落
し
て
さ
つ
ぱ
り
す
る
。

駅
か
ら
は
い
つ
て
こ
こ
ま
で
来
た
所
だ
け
を
見
る
と
南
京
は
一
体
何
と
い
ふ
町
だ
ら
う　

町
幅
は
漠
然
と
広
く
、
家
並
は
安
ブ
シ
ン

で
そ
れ
に
日
本
名
の
店
が
多
く
並
び
、
兵
隊
さ
ん
で
充
満
し
て
ゐ
る
。
日
本
の
女
も
多
く
歩
い
て
ゐ
る
。

七
年
前
に
見
た
南
京
と
は
可
成
り
ち
が
つ
た
気
持
ち
だ
。

夜
、
宿
を
出
て
俥
を
雇
ひ
太
平
路
を
下
つ
て
夫
子
廟
に
行
く
。

流
石
こ
の
あ
た
り
は
支
那
の
都
の
歓
楽
郷
だ
。
秦
淮
一
帯
に
か
け
て
を
び
た
だ
し
い
料
理
屋
の
並
び
、
盛
ん
な
人
々
の
往
来
、
耀
光

き
ら
め
く
中
を
漫
歩
し
て
秦
淮
の
ほ
と
り
に
佇
む
。
画
舫
は
廃
止
さ
れ
た
か
水
の
上
は
暗
か
つ
た
。

帰
途
は
太
平
路
を
歩
い
て
書
店
を
見
る
。
十
数
軒
あ
る
が
保
文
堂
、
翰
文
書
店
な
ど
が
大
き
く
面
白
い
も
の
も
少
く
な
い
。『
文
心
雕

龍
』
の
乾
隆
版
、『
紅
楼
夢
』
王
希
廉
評
本
の
初
め
の
も
の
な
ど
何
れ
も
端
本
で
あ
る
。

こ
と
に
『
紅
楼
夢
』
は
惜
し
い
こ
と
に
五
冊
し
か
な
い
。

夜
は
可
成
り
寒
い
。

宿
の
部
屋
は
静
か
で
あ
る
が
足
が
冷
え
て
し
ば
ら
く
は
眠
れ
な
か
つ
た
。
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二
十
四
日

朝
の
中
、
秣
陵
村
の
同
仁
病
院
検
疫
所
に
ゆ
き
検
便
を
た
の
む
。

報
道
部
に
ゆ
き
岩
崎
大
佐
に
あ
ひ
、
報
道
部
の
人
々
に
あ
ふ
。

現
在
支
那
側
の
文
学
者
は
別
に
誰
も
南
京
に
は
ゐ
な
い
ら
し
い
。

代
表
的
な
人
と
し
て
張
資
平
、
陳
大
悲
（
劇
作
、
演
出
）
が
あ
る
と
い
は
れ
る
が
、
こ
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
人
々
に
逢
ひ
度
く
も
な
い
。

そ
の
ほ
か
学
者
と
し
て
、
陳
寥
士
と
い
ふ
人
（
行
政
院
）
な
ど
あ
る
と
き
い
た
が
別
に
尋
ね
て
も
み
ず
。

樊
仲
雲
（
中
大
学
長
）
は
可
成
り
し
つ
か
り
し
て
ゐ
る
由
。

大
学
は
金
陵
大
学
の
あ
と
に
中
央
大
学
と
い
ふ
も
の
が
出
来
て
ゐ
る
が
学
者
も
ま
だ
集
ま
ら
ぬ
由
。
要
す
る
に
こ
の
方
面
は
何
に
も

な
い
の
だ
ら
う
。

大
使
館
に
麓
君
を
た
づ
ね
、
昼
飯
を
福
昌
飯
店
で
た
べ
る
。

麓
君
は
え
ら
い
権
幕
だ
。
こ
う
い
ふ
人
も
亦
現
在
必
要
で
あ
ら
う
。

接
収
図
書
な
ど
を
大
い
に
あ
つ
め
て
、
大
研
究
所
を
作
つ
た
ら
良
か
ら
う
と
話
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
支
那
の
古
典
研
究
は
今
後
ど
う
い
ふ
風
に
す
ゝ
む
で
あ
ら
う
。
麓
君
は
や
が
て
こ
の
時
期
が
す
ぎ
れ
ば
又
元
の
や
う

に
支
那
人
ら
し
く
同
じ
学
問
が
つ
け
た
れ
る
だ
ら
う
と
い
ふ
。
そ
れ
も
一
理
あ
る
。
が
果
し
て
さ
う
で
あ
ら
う
か
。

支
那
の
文
学
史
は
古
来
か
う
い
ふ
時
期
を
度
々
く
り
か
へ
し
て
来
て
ゐ
る
。
明
末
を
見
よ
。
元
末
を
見
よ
。
否
―
も
つ
と
古
い
六
朝

を
見
よ
。
支
那
人
の
複
雑
性
は
そ
う
し
た
時
さ
ま
〴
〵
の
形
で
あ
ら
は
れ
る
。
い
や
あ
ら
は
れ
な
い
も
の
も
多
い
こ
と
だ
。
今
そ
の

例
を
こ
ゝ
に
見
る
の
だ
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
〳
〵
、
支
那
人
の
文
学
を
愛
す
る
心
持
ち
は
二
千
年
来
ひ
た
す
ら
そ
れ
に
と
り
つ
か
れ

て
来
た
。
が
今
後
の
支
那
は
？
私
に
は
全
く
予
想
出
来
な
い
。
清
初
の
顧
炎
武
、
黄
宗
羲
が
ち
が
つ
た
衣
裳
を
つ
け
て
現
は
れ
る
日

が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
と
よ
り
そ
の
時
は
漢
学
と
い
ふ
や
う
な
よ
そ
ほ
ひ
は
ふ
り
す
て
ゝ
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
や
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つ
き
と
な
つ
て
ゐ
る
日
本
の
予
想
の
外
に
支
那
の
強
い
精
神
は
の
び
て
ゆ
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

麓
君
と
別
れ
て
、
珠
江
路
の
図
書
館
に
ゆ
く
（
北
京
か
ら
移
し
た
地
質
研
究
所
の
あ
と
）。
こ
ゝ
は
接
収
図
書
を
あ
つ
め
て
整
理
し

（
未
完
）
先
頃
支
那
側
に
返
し
た
も
の
だ
。
中
西
の
図
書
を
多
く
あ
つ
め
て
ゐ
る
。

中
で
も
善
本
と
し
て
は
先
に
国
学
図
書
館
に
あ
つ
た
丁
氏
八
千
巻
楼
で
、
朝
天
宮
に
収
蔵
し
て
あ
つ
た
も
の
を
皆
こ
ゝ
に
も
つ
て
来

た
。
最
も
す
ぐ
れ
はマ

マ

宋
元
本
は
却
つ
て
朝
天
宮
に
あ
つ
た
が
為
め
に
無
事
に
こ
ゝ
に
収
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
八
千
巻
楼
の
も
の
は
多

少
散
佚
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
訳
で
最
善
本
は
却
つ
て
残
つ
た
と
い
ふ
。

し
か
し
こ
ゝ
も
整
理
が
ま
だ
完
ら
ず
（
檔
案
な
ど
沢
山
あ
る
）。

重
複
の
も
の
も
多
い
と
い
ふ
。
そ
の
重
複
の
も
の
、
分
譲
を
約
束
し
た
い
と
思
ふ
（
九
大
か
ら
公
文
書
を
以
て
す
る
必
要
あ
り
）。

つ
い
で
俥
を
や
と
ひ
、
鶏
鳴
寺
の
麓
、
国
民
政
府
の
左
隣
の
博
物
館
を
見
る
。

こ
ゝ
は
以
前
研
究
院
の
あ
つ
た
と
こ
ろ
（
以
前
趙
元
任
を
た
づ
ね
た
こ
と
を
想
ひ
出
す
）。

こ
ゝ
は
以
前
の
歴
史
研
究
所
の
も
の
、
又
北
京
か
ら
南
遷
し
た
宝
物
の
一
部
（
大
部
分
は
行
方
し
れ
ず
）
を
を
さ
め
て
陳
列
す
る
。

明
清
の
瓷
器
の
美
し
さ
、
玉
器
（
玉
璽

―
広
運
之
印
そ
の
他
）
の
見
事
さ
、
土
器
、
陵
誌
銘
の
数
々
。

こ
と
に
瓷
器
の
す
ば
ら
し
さ
に
驚
ろ
い
た
。
銅
器
は
ご
く
少
な
い
。
あ
の
北
京
の
銅
器
の
大
部
分
は
行
方
し
れ
ぬ
。

そ
れ
か
ら
う
し
ろ
の
鶏
鳴
寺
に
の
ぼ
る
。
以
前
見
落
と
し
た
と
こ
ろ
だ
。
之
は
明
代
の
建
造
。

山
の
上
か
ら
玄
武
湖
を
見
降
す
の
は
悪
く
な
い
景
色
だ
。
台
城
と
思
は
れ
る
あ
た
り
秋
草
が
半
ば
枯
れ
て
ゐ
る
。

凡
そ
南
京
城
の
雄
大
さ
は
北
京
に
ま
さ
る
。
城
内
繁
華
な
市
街
は
中
華
門
に
近
い
一
帯
だ
け
。
あ
と
は
小
丘
あ
り
、
畑
あ
り
、
空
地

あ
り
。
そ
の
間
を
中
山
路
が
一
直
線
に
走
る
。

南
京
の
印
象
は
や
や
漠
然
と
し
て
ゐ
る
。

上
海
で
派
手
な
ネ
ク
タ
イ
の
作
家
の
卵
に
あ
ひ
、
蘇
州
で
支
那
服
の
掌
故
学
者
に
あ
ひ
、
南
京
で
威
勢
の
い
い
麓
君
た
ち
に
あ
ふ
。
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三
つ
の
都
会
の
性
格
が
こ
ゝ
に
よ
く
代
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
き
の
ふ
も
け
ふ
も
宿
で
湯
に
入
り
、
夕
食
を
す
ま
せ
る
。

ビ
ー
ル
を
の
ん
だ
せ
い
か
眠
く
な
つ
て
早
く
ね
る
。
麓
君
が
来
て
く
れ
た
さ
う
だ
が
少
し
も
知
ら
ず
。

十
時
す
ぎ
て
目
が
さ
め
る
。
あ
れ
こ
れ
と
考
へ
て
暫
く
ね
む
れ
ず
。
外
は
月
の
光
。

二
十
五
日

朝
、
本
屋
で
『
阿
Ｑ
正
伝
』
の
劇
本
と
、
中
南
支
の
地
図
を
買
ふ
。

タ
バ
コ
は
可
成
り
高
い
。「
前
門
」
二
十
本
入
六
十
銭
（
十
本
入
り
を
支
那
人
の
店
で
買
つ
た
ら
二
元
六
角
だ
つ
た
。
之
は
高
い
。）

ス
リ
ー
キ
ヤ
ツ
ス
ル
が
七
十
銭
（
十
本
入
）。

同
仁
医
院
検
疫
所
に
検
便
証
書
を
と
り
に
ゆ
く
。

十
一
時
宿
を
出
て
町
で
食
事
し
、
新
街
口
か
ら
バ
ス
で
南
京
駅
に
ゆ
き
、
俥
を
や
と
つ
て
十
三
碼
頭
の
船
に
ゆ
く
。

一
時
乗
船
、
荷
役
に
時
間
が
と
れ
、
五
時
半
漸
く
出
航
。

滔
々
と
も
何
と
も
形
容
し
が
た
い
長
江
の
流
れ
。
江
上
か
ら
眺
め
る
紫
金
山
の
美
し
さ
、
繊
鋭
な
そ
の
山
の
線
。

江
を
控
へ
、
丘
を
め
ぐ
ら
せ
た
南
京
城
が
天
下
の
要
害
た
る
所
が
充
分
察
せ
ら
れ
る
。

船
は
北
岸
近
く
す
ゝ
む
。
減
水
期
と
き
い
た
が
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
岸
に
芦
萩
花
さ
き
楊
柳
の
蔭
に
民
家
が
あ
る
。

夕
陽
が
江
上
に
流
れ
て
風
は
や
ゝ
寒
い
。

十
時
半
蕪
湖
に
つ
き
（
恰
度
瀬
戸
内
海
の
港
に
つ
い
た
と
同
じ
気
持
ち
）
今
夜
は
蕪
湖
に
停
泊
。

二
十
六
日

六
時
頃
蕪
湖
を
出
帆
し
た
ら
し
い
。
七
時
起
床
。
快
晴
。
船
の
す
ゝ
む
左
の
方
に
太
陽
が
の
ぼ
り
西
の
方
に
は
月
が
残
つ
て
ゐ
る
。
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江
上
に
霧
ま
よ
ひ
、
鳧
鷖
が
無
数
に
空
を
と
ん
で
ゐ
る
。
岸
に
は
楊
柳
が
生
い
茂
つ
て
ゐ
る
。
時
々
江
上
を
帆
船
が
流
れ
て
ゆ
く
。

船
の
前
方
を
眺
め
れ
ば
、
た
ゞ
淼
々
淼
々
と
し
て
は
て
し
も
な
い
。

船
は
退
屈
だ
。
ど
こ
ま
で
行
つ
て
も
同
じ
や
う
な
長
江
の
流
れ
だ
。

減
水
期
に
入
り
つ
ゝ
あ
る
た
め
両
岸
が
や
ゝ
高
く
な
つ
て
ゐ
る
。

楊
柳
の
茂
る
右
岸
に
民
家
が
並
び
時
々
帆
を
は
つ
た
舟
が
す
ぎ
る
。

江
が
大
曲
り
に
ま
が
つ
て
遠
く
塔
が
見
え
出
し
て
一
時
間
あ
ま
り
、
午
後
四
時
半
安
慶
に
つ
く
。

塔
は
江
辺
に
あ
つ
て
夕
陽
を
浴
び
て
美
し
い
。

古
め
か
し
い
城
壁
が
あ
り
、
城
内
の
丘
の
甍
が
見
え
る
。

船
客
は
す
べ
て
上
陸
を
許
さ
ぬ
。

安
慶
で
だ
い
ぶ
客
が
降
り
た
、
と
い
つ
て
も
僅
か
の
人
で
時
た
ま
し
か
無
い
船
と
し
て
、
荷
物
も
客
も
非
常
に
淋
し
い
。
人
口
は
約

十
万
、
日
本
人
は
七
八
百
（
城
内
六
百
）
と
か
。

一
時
間
ほ
ど
で
す
ぐ
出
航
す
る
。
と
ほ
ざ
か
り
ゆ
く
安
慶
の
町
は
、
稍
小
高
い
丘
に
な
つ
て
美
し
か
つ
た
。

七
時
す
ぎ
、
夕
暮
れ
の
色
濃
く
な
る
頃
、
船
は
江
の
中
流
に
碇
を
投
げ
て
停
つ
た
。
夜
間
航
行
が
出
来
な
い
の
で
今
夜
は
こ
ゝ
に
泊
る
。

赤
い
月
が
右
岸
の
方
に
低
い
。

二
十
七
日

朝
七
時
、
抜
錨
。
け
ふ
も
よ
く
晴
れ
た
天
気
だ
。

船
の
す
ゝ
む
右
の
方
は
山
々
が
連
る
。
江
の
北
に
は
山
の
影
も
な
く
一
面
の
平
野
ら
し
い
。
そ
れ
に
湖
沢
が
多
い
の
だ
。

右
岸
に
は
時
折
山
が
江
に
迫
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
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十
一
時
近
く
右
岸
に
山
迫
り
、
白
壁
の
寺
あ
り
。
左
岸
に
突
と
し
て
、
一
小
山
の
キ
ツ
立
し
、
そ
の
上
に
塔
あ
り
、
丘
腹
に
又
寺
が

あ
る
。
鴎
が
と
び
か
ふ
て
こ
の
あ
た
り
の
風
景
は
仲
々
い
ゝ
。

	
（
欄
外
注
）
小
姑
山

十
一
時
、
彭
沢
を
す
ぎ
る
。
彭
沢
は
江
に
の
ぞ
み
、
三
方
山
に
か
こ
ま
れ
た
小
邑
だ
。
ぐ
る
り
の
山
の
峯
へ
か
け
て
城
壁
が
築
か
れ

邑
中
に
何
か
一
つ
大
き
な
楼
の
屋
根
が
見
え
る
。
岸
に
は
多
少
船
が
つ
い
て
ゐ
る
。

十
二
時
、
雲
際
に
と
ほ
く
廬
山
を
見
る
。

十
二
時
五
十
分
、
湖
口
を
通
る
。
廬
山
は
そ
の
全
貌
を
現
す
（
湖
口
は
鄱
陽
湖
の
入
口
で
あ
る
）。

二
時
頃
、
九
江
へ
着
く
。
着
い
た
碼
頭
で
荷
上
げ
を
し
、
ラ
ン
チ
に
の
つ
て
川
下
の
桟
橋
に
上
る
。
荷
物
の
検
査
、
領
事
館
の
旅
行

証
明
書
検
閲
。

桟
橋
か
ら
憲
兵
隊
本
部
を
訪
ね
て
ゆ
く
。
長
江
に
面
し
た
一
帯
は
凡
て
租
界
の
洋
建
築
で
整
頓
し
て
ゐ
る
。
ア
カ
シ
ヤ
が
非
常
に
静

か
な
町
だ
。

憲
兵
隊
に
ゆ
き
修
に
電
話
を
か
け
て
貰
ふ
。
修
は
碼
頭
に
出
迎
へ
に
行
つ
て
行
き
違
い
に
な
つ
た
。

間
も
な
く
修
が
や
つ
て
来
る
。
非
常
に
元
気
で
体
格
も
立
派
に
な
り
、
亡
く
な
つ
た
我
々
の
父
親
そ
の
ま
ま
。
一
寸
息
を
の
む
心
持
。

修
と
自
動
車
に
の
り
、
修
の
家
に
ゆ
く
。
修
は
堀
山
隊
（
貨
物
廠
九
江
支
廠
）
の
獣
医
資
材
課
長
で
、
一
軒
い
ゝ
家
を
当
て
が
は
れ

て
ゐ
る
。
も
と
英
米
権
益
の
中
学
校
の
先
生
の
ゐ
た
家
と
か
で
可
成
り
広
く
、
立
派
な
家
に
一
人
ボ
ー
イ
を
使
つ
て
ゐ
る
。
い
ゝ
生

活
な
の
で
之
に
も
驚
い
た
。
う
し
ろ
の
方
は
乳
牛
が
二
十
頭
ば
か
り
居
り
、
少
し
畑
も
作
つ
て
ゐ
る
。

先
づ
こ
ゝ
に
落
付
く
事
に
し
て
湯
に
入
り
、
す
き
や
き
を
食
べ
る
。
屠
牛
場
も
別
に
あ
る
と
か
で
上
等
の
す
き
や
き
に
日
本
酒
は
結

構
だ
。

修
に
い
ろ
い
ろ
戦
場
の
話
を
き
ゝ
又
日
本
内
地
の
留
守
の
間
の
様
子
を
語
る
。
鷹
子
さ
ん
の
事
、
義
五
郎
、
千
鶴
子
の
こ
と
。
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ま
こ
と
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
修
と
語
り
合
ふ
な
ど
、
か
つ
て
誰
が
予
想
し
た
ら
う
。
人
生
の
数
奇
に
感
ず
る
ば
か
り
だ
。

修
の
家
の
門
か
ら
廬
山
が
美
し
く
眺
め
ら
れ
る
。
家
の
前
に
古
塔
あ
り
、
能
仁
寺
の
塔
で
あ
る
。

夜
、
門
を
出
て
み
る
と
月
光
に
廬
山
は
う
す
く
浮
き
出
て
ゐ
た
。

	

（
朱
墨　

欄
外
注
）
承
天
院　

梁
武
帝
建
立

注

（
1
）	

第
一
冊
裏
表
紙
左
端
下
部
に
「
公
フ
ル
ー
ス
５
四
十
八
听
正
味
四
十
枚
（
定
価
十
四
銭
）」、
第
二
冊
は
表
裏
と
も
無
表
示
。

（
2
）	

飯
倉
照
平
・
小
川
利
康
「
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
所
蔵
『
松
枝
茂
夫
旧
蔵
書
簡
』
解
題
」、
徳
泉
さ
ち
・
小
川
利
康
「
早
稲
田

大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
所
蔵
『
松
枝
茂
夫
旧
蔵
書
簡
』
目
録
」（『
文
化
論
集
』
第
五
五
号
、
早
稲
田
商
学
同
攻
会
、
二
〇
一
九
年
九
月
）

参
照
。
松
枝
茂
夫
は
、
同
年
十
一
月
十
九
日
、
周
作
人
へ
送
っ
た
書
簡
で
、
筆
者
の
北
京
訪
問
を
通
知
し
て
い
る
（
小
川
利
康
「
周
作
人
・

松
枝
茂
夫
往
来
書
簡  

戦
前
篇
（
3
）」（『
文
化
論
集
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
二
七
九
頁
）。

（
3
）	

福
岡
市
東
区
雁
ノ
巣
に
あ
っ
た
福
岡
第
一
飛
行
場
（
通
称
雁
ノ
巣
飛
行
場
）。
一
九
三
六
年
に
糟
屋
郡
和
白
村
奈
多
の
暴
風
林
を
切
り
開
い

て
誕
生
し
た
日
本
初
の
本
格
的
国
際
空
港
。
博
多
港
湾
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
）
が
近
接
し
、
当
時
八
百
メ
ー
ト
ル
級
二
本
の
交
差
型
滑
走

路
が
あ
っ
た
。
国
策
会
社
の
大
日
本
航
空
に
よ
る
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
間
と
の
国
際
路
線
が
あ
っ
た
。
戦
争
の
激
化
に

伴
い
、
軍
民
共
用
、
次
い
で
陸
軍
海
軍
共
用
と
な
っ
た
。
終
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
接
収
、
一
九
七
二
年
に
返
還
さ
れ
た
が
、
空
港
機
能
は

再
開
し
な
か
っ
た
。
現
地
に
記
念
碑
が
あ
る
。「
福
岡
第
一
飛
行
場
（
通
称
雁
ノ
巣
飛
行
場

―
戦
前
日
本
最
大
の
国
際
空
港
」（
九
州
産
業

考
古
学
会
『
福
岡
の
近
代
化
遺
産
』、
弦
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
七
九
～
八
〇
頁
参
照
。

（
4
）	

「
楠
本
」
は
、
支
那
哲
学
史
講
座
教
授
の
楠
本
正
継
（
一
八
九
六
～
一
九
六
三
、『
北
平
日
記
』
四
二
頁
注
一
四
三
）。「
松
枝
」
は
、
支
那

文
学
講
座
助
教
授
の
松
枝
茂
夫
（
一
九
〇
五
～
九
五
）、
佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
出
身
、
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
学
科
で
筆
者
の
一
年
後

輩
、
一
九
三
九
年
三
月
九
州
帝
国
大
学
講
師
に
就
任
（
四
一
年
五
月
助
教
授
昇
任
）。「
瀬
利
」
は
瀬
利
サ
ク
ヲ
（
一
九
一
七
～
二
〇
一
〇
、

の
ち
目
加
田
と
改
姓
）、
福
岡
県
大
野
城
市
出
身
、
一
九
一
六
年
三
月
に
同
大
学
国
文
科
卒
業
し
翌
月
よ
り
支
那
学
研
究
室
副
手
を
つ
と
め
て

い
た
。「
松
本
」
は
、
同
大
学
支
那
学
研
究
室
の
学
生
松
本
眞
昌
（
一
九
四
〇
年
入
学
）。「
渡
辺
」
は
渡
邊
文
子
（
同
上
）
ま
た
は
渡
邊
正
気

（
一
九
四
一
年
入
学
・
国
史
）、「
森
」
は
森
道
男
（
一
九
四
一
年
入
学
）
ま
た
は
森
一
作
（
一
九
四
二
年
入
学
）
か
。『
九
州
帝
国
大
学
一
覧　

（
225
）

◯
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昭
和
十
七
年
』
所
収
「
学
生
及
生
徒
姓
名
（
法
文
学
部
）」（
九
州
帝
国
大
学
、
一
九
四
二
年
）
三
六
八
～
三
七
四
頁
、「
目
加
田
サ
ク
ヲ
教
授

年
譜
・
著
作
目
録
」（『
香
椎
潟
』
第
二
七
号
、
一
九
八
二
年
三
月
、
二
二
八
～
二
二
九
頁
）、
目
加
田
さ
く
を
「
追
悼　

目
加
田
誠
先
生　

支

那
文
学
研
究
室
の
元
副
手
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
二
三
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
九
四
年
十
二
月
、
二
～
五
頁
）、「
荒
木
見
悟

博
士
追
悼
特
集　

ア
ル
バ
ム
」（『
総
合
文
化
学
論
輯
』
第
六
号
、
総
合
文
化
学
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
五
月
）
六
～
七
頁
写
真
ほ
か
参
照
。

（
5
）	
東
亜
旅
行
社
満
洲
支
部
編
『
満
支
旅
行
案
内　

昭
和
十
七
年
版
』（
博
文
館
、
一
九
四
二
年
八
月
発
行
、
二
三
二
頁
）
に
よ
る
と
、
運
行
会

社
は
、
大
日
本
航
空
会
社
。
東
京
よ
り
大
阪
、
福
岡
経
由
で
上
海
ま
で
定
期
運
行
し
て
い
た
。
福
岡
か
ら
上
海
ま
で
の
所
要
時
間
は
三
時
間

五
十
分
、
運
賃
は
八
十
五
円
。

（
6
）	

柏
号
は
、
ダ
グ
ラ
ス
社
（
現
ボ
ー
イ
ン
グ
社
）
製
、
特
殊
会
社
大
日
本
航
空
所
有
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
Ｄ
Ｃ－

３
の
四
号
機
。
Ｄ
Ｃ－

３
は
、

一
九
三
六
年
よ
り
運
用
が
開
始
さ
れ
た
実
質
的
に
世
界
初
の
本
格
的
商
業
旅
客
機
で
、
定
員
二
十
一
人
、
時
速
約
二
百
マ
イ
ル
（
三
二
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）。

（
7
）	

融
は
、
筆
者
の
長
男
。
敬
子
は
、
次
女
。

（
8
）	

下
の
「
車
が
」
二
字
を
抹
消
。

（
9
）	

下
の
「
た
か
わ
か
ら
な
い
」
七
字
を
抹
消
。

（
10
）	

能
古
島
。
福
岡
市
西
区
、
博
多
湾
中
央
に
浮
か
ぶ
周
囲
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
。

（
11
）	

下
の
「
こ
め
て
」
三
字
を
抹
消
。

（
12
）	

下
の
「
そ
の
も
の
だ
」
五
字
を
抹
消
。

（
13
）	

下
の
「
ま
す
〳
〵
低
く
」
六
字
を
抹
消
。

（
14
）	

下
の
「
の
せ
い
か
」
四
字
を
抹
消
。

（
15
）	

上
海
大
場
空
港
を
指
す
。
上
海
市
宝
山
区
大
場
鎮
の
東
に
あ
る
。
一
九
三
八
年
に
日
本
軍
が
上
海
へ
進
撃
し
た
際
、
土
地
を
収
用
し
て
開

設
し
た
。
終
戦
後
、
中
華
民
国
国
民
党
軍
が
接
収
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
中
国
人
民
解
放
軍
管
理
の
軍
事
専
用
空
港
と
な
っ
た
。

（
16
）	

下
の
「
が
あ
る
」
三
字
を
抹
消
。

（
17
）	

頼
信
紙
は
、「
電
報
頼
信
紙
」
の
略
称
。
電
報
を
依
頼
す
る
時
、
電
文
を
書
く
の
に
用
い
る
所
定
の
用
紙
。

（
18
）	

下
の
「
金
入
れ
」
三
字
を
抹
消
。

（
19
）	

住
友
は
、
住
友
銀
行
（
現　

三
井
住
友
銀
行
）。「
信
用
状
」
は
、
銀
行
が
取
引
先
の
依
頼
に
よ
り
、
そ
の
信
用
を
第
三
者
に
対
し
て
保
証
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す
る
た
め
に
発
行
す
る
証
書
。
発
行
銀
行
は
手
形
の
引
き
受
け
、
支
払
い
を
保
証
す
る
。

（
20
）	

下
の
「
雁
ノ
巣
で
」
四
字
抹
消
。

（
21
）	
軍
票
は
、「
軍
用
手
票
」
の
略
称
。
戦
争
に
際
し
て
主
と
し
て
占
領
地
で
軍
の
作
戦
行
動
に
必
要
な
物
資
や
労
力
へ
の
支
払
い
、
軍
人
・
軍

属
の
俸
給
・
給
与
の
支
払
い
に
用
い
る
た
め
に
発
行
す
る
特
殊
通
貨
で
、
日
中
戦
争
時
に
も
発
行
さ
れ
た
。

（
22
）	

サ
ツ
ク
〔
英sack

〕
は
、
小
形
の
袋
、
入
れ
物
。

（
23
）	

筆
者
は
、
一
九
三
五
年
三
月
、
北
京
留
学
の
帰
途
、
上
海
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
も
内
山
書
店
を
訪
ね
、
魯
迅
と
面
会
し
た
。『
北
平
日
記
』

二
三
六
頁
。
店
主
の
内
山
完
造
（
一
八
八
五
～
一
九
五
九
）
は
、
岡
山
県
井
原
市
生
ま
れ
、
は
じ
め
大
学
目
薬
の
海
外
出
張
員
と
な
り
上
海

へ
渡
航
し
た
。
一
九
一
七
年
、
妻
の
美
喜
は
魏
盛
里
に
あ
っ
た
自
宅
の
玄
関
先
で
小
さ
な
本
屋
を
始
め
た
。
一
九
二
九
年
、
北
四
川
路
に
本

格
的
な
書
店
を
開
く
。
翌
年
完
造
は
大
学
目
薬
を
辞
職
し
て
店
主
と
な
っ
た
。
終
戦
後
も
上
海
に
在
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
十
二
月
に
日
本

へ
強
制
送
還
さ
れ
た
が
、
最
晩
年
ま
で
日
中
交
流
に
尽
力
し
た
。
上
海
内
山
書
店
に
は
魯
迅
を
は
じ
め
多
く
の
文
化
人
が
集
っ
た
。
内
山
完

造
宅
は
、
内
山
書
店
の
裏
口
か
ら
狭
い
路
地
を
は
さ
ん
だ
向
か
い
に
あ
っ
た
。
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
六
日
、
跡
地
に
「
一
九
二
七
・
魯

迅
與
内
山
紀
念
書
局
」
が
開
店
し
た
。
内
山
完
造
『
花
甲
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）、
太
田
尚
樹
『
伝
説
の
日
中
文
化
サ
ロ
ン
上
海
・

内
山
書
店
』
平
凡
社
新
書
四
三
六
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
上
海
市
人
民
政
府
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
要
聞
動
態　

1927

魯
迅
與
内
山

紀
念
書
局
在
内
山
書
店
旧
址
開
業  

走
進
來
坐
下
來
、
和
魯
迅
先
生
“
相
聚
”」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https://w

w
w

.shanghai.gov.cn/nw
4411/﻿

20221127/d9e39ee0e8cb4444a734be8a5a9f0cb5.htm
l

、
最
終
確
認
日
二
〇
二
三
年
三
月
十
四
日
）
ほ
か
参
照
。

（
24
）	

下
の
「
緑
苑
」
二
字
を
抹
消
。

（
25
）	

小
野
忍
（
一
九
〇
六
～
八
〇
）
は
、
東
京
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
学
科
で
筆
者
と
同
期
。
冨
山
房
（
百
科
事
典
編
纂
担
当
）
な

ど
を
経
て
一
九
四
〇
年
七
月
に
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
入
社
、
上
海
事
務
所
に
勤
務
し
て
お
り
、
一
九
四
二
年
十
月
に
本
社
へ
異
動
し
た
。

一
九
四
三
年
十
月
に
同
社
を
辞
し
、
同
年
十
二
月
よ
り
民
族
研
究
所
嘱
託
と
な
る
。
戦
後
は
、
国
学
院
大
学
、
東
京
大
学
、
和
光
大
学
な
ど

で
教
鞭
を
執
っ
た
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
著
書
に
『
中
国
文
学
雑
考
』（
大
安
、
一
九
六
七
年
）、
翻
訳
に
カ
ー
ル
グ
レ
ン
『
左
伝
真
偽
考
』

（
文
求
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
）、
茅
盾
『
腐
蝕
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
四
年
）、
共
訳
に
『
金
瓶
梅
』
中
国
古
典
文
学
全
集
（
平
凡
社
、
一

九
五
九
～
六
〇
年
）、『
西
遊
記
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
～
八
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
筆
者
は
「『
祝
福
』
の
書
か
れ
た
頃
」

（『
東
京
支
那
学
報
』
第
十
三
号
、
東
京
支
那
学
会
、
一
九
六
七
年
六
月
、
三
三
～
五
〇
頁
）
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
た
。「
昭
和
十
七
年
の

秋
、
私
が
上
海
に
渡
つ
た
と
き
、
滿
鐵
に
い
た
小
野
さ
ん
に
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
つ
て
以
來
、
ほ
ん
と
う
に
私
の
も
つ
と
も
親
し
い
人
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の
一
人
に
な
つ
た
。
そ
の
時
、
福
岡
か
ら
大
場
鎭
の
飛
行
場
に
つ
い
た
私
が
、
財
布
を
な
く
し
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
き
、
途
方
に
暮
れ
て
小

野
さ
ん
の
ア
パ
ー
ト
に
驅
け
こ
み
、
内
山
完
造
さ
ん
の
家
に
つ
れ
て
ゆ
か
れ
た
。
な
に
、
旅
費
な
ど
い
く
ら
で
も
貸
し
て
あ
げ
る
。
心
配
な

く
旅
行
を
つ
づ
け
な
さ
い
。
と
内
山
氏
に
勵
ま
さ
れ
た
が
、
二
ヶ
月
に
至
る
こ
れ
か
ら
の
中
國
旅
行
の
計
畫
を
、
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
。

と
も
か
く
夜
更
け
ま
で
内
山
さ
ん
の
中
國
ば
な
し
を
聞
か
さ
れ
て
、
い
ざ
三
階
に
上
つ
て
寢
よ
う
と
し
て
ト
ラ
ン
ク
を
開
く
と
、
そ
の
中
に

財
布
が
平
氣
な
顏
で
は
い
つ
て
い
た
。
雁
の
巢
の
税
關
で
検
閲
を
う
け
た
と
き
、
財
布
も
一
緖
に
ト
ラ
ン
ク
に
放
り
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
あ
わ
て
ぶ
り
を
、
後
々
ま
で
小
野
さ
ん
は
語
つ
て
痛
快
が
る
の
で
あ
る
…
…
五
月
二
十
八
日
追
記

―
」。
こ
の
ほ
か
目
加
田
誠

「
小
野
忍
先
生
追
悼
録

―
小
野
さ
ん
の
こ
と
」（『
東
方
学
』
第
六
二
輯
、
一
九
八
一
年
七
月
、
一
八
六
～
一
八
八
頁
。
の
ち
『
中
国
文
学
随

想
録
』
目
加
田
誠
著
作
集
第
八
巻
〔
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
六
年
〕
に
再
録
）、
小
野
忍
「
皇
后
飯
店
」（
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
学

論
集
編
集
委
員
会
編
『
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
中
国
文
学
論
集
』、
龍
渓
書
舎
、
一
九
六
四
年
、
四
五
九
～
四
六
一
頁
）
な
ど
に
も
回
想
が

あ
る
。

（
26
）	

共
産
主
義
運
動
の
嫌
疑
で
主
要
な
ス
タ
ッ
フ
が
大
量
検
挙
さ
れ
た
「
満
鉄
事
件
」
を
指
す
か
。
一
九
四
二
年
九
月
二
十
一
日
、
関
東
軍
憲

兵
隊
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
方
法
に
よ
る
調
査
研
究
者
と
し
て
具
島
兼
三
郎
・
野
々
村
一
雄
・
堀
江
邑
一
ら
現
旧
満
鉄
職
員
二
十
五
名
そ
の

他
を
検
挙
し
た
。
こ
れ
以
降
も
検
挙
者
が
続
出
し
て
、
満
鉄
調
査
部
は
事
実
上
壊
滅
状
態
と
な
り
、
翌
年
五
月
調
査
局
に
縮
小
改
組
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ　

国
史
大
事
典
」、
草
柳
大
蔵
『
実
録
満
鉄
調
査
部
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）、
石
堂
清
倫
・

野
間
清
・
野
々
村
一
雄
他
『
十
五
年
戦
争
と
満
鉄
調
査
部
』（
原
書
房
。
一
九
八
六
年
）
ほ
か
参
照
。

（
27
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
28
）	

下
の
「
二
階
で
夕
食
。
こ
の
家
は
三
階
に
な
り
一
緒
に
応
接
間
、
二
階
は
居
間
、
三
階
の
小
室
に
泊
る
」
三
十
六
字
を
抹
消
。

（
29
）	

下
の
「
印
象
ぶ
か
い
事
ば
か
り
だ
」
十
字
を
抹
消
。

（
30
）	

下
の
「
で
」
字
を
抹
消
。

（
31
）	

行
頭
「
小
野
」
二
字
を
抹
消
。

（
32
）	

来
薫
閣
は
、
北
京
の
琉
璃
廠
に
あ
っ
た
筆
者
馴
染
み
の
古
書
店
で
、
店
主
は
陳
杭
︵
字
済
川
︑
一
九
〇
二
～
六
八
︶。『
北
平
日
記
』
一
三

二
頁
注
二
〇
、「
北
京
旅
行
日
記
（
二
）」
三
九
頁
注
七
一
。
上
海
支
店
は
、
一
九
四
一
年
十
月
威
海
路
永
吉
里
九
号
に
開
業
、
支
店
長
は
張

世
堯
（
陳
杭
の
父
方
の
従
弟
）
で
、
戯
曲
小
説
を
重
点
的
に
取
り
扱
っ
た
。
雷
夢
水
「
琉
璃
廠
書
肆
四
記
」（
孫
殿
起
編
集
『
琉
璃
廠
小
志
』

（
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
一
四
五
頁
、
姚
一
鳴
『
中
国
旧
書
局
』（
金
城
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
九
〇
～
九
四
頁
参
照
。
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（
33
）	

憲
兵
は
、
陸
軍
で
軍
事
警
察
を
つ
か
さ
ど
る
兵
で
、
一
八
八
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
憲
兵
制
度
を
模
範
に
し
て
制
定
さ
れ
た
。
主
要
任
務
、

軍
機
保
護
、
軍
港
・
要
港
・
徴
兵
・
鉄
道
・
服
役
・
召
集
・
戒
厳
な
ど
に
関
す
る
法
令
の
執
行
、
軍
紀
・
風
紀
の
維
持
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ

た
。
上
海
の
憲
兵
隊
本
部
は
、
第
二
次
上
海
事
変
後
（
一
九
三
七
年
）
虹
口
の
七
階
建
て
ビ
ル
を
買
収
し
て
開
設
さ
れ
た
。
建
物
は
戦
後
、

国
民
党
軍
警
備
司
令
部
、
中
国
銀
行
職
員
宿
舎
と
な
る
。
上
海
市
優
秀
歴
史
建
築
、
四
川
北
路
一
八
一
号
。

（
34
）	

下
の
「
り
し
も
」
三
字
を
抹
消
。

（
35
）	

早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
松
枝
茂
夫
文
庫
に
、
こ
の
日
筆
者
が
松
枝
茂
夫
へ
送
っ
た
絵
葉
書
が
あ
る
。
飛
行
機
の
感
想
や
内
山

書
店
店
主
と
の
懇
談
、
小
野
忍
の
大
連
転
勤
情
報
な
ど
を
記
す
（
発
信
元
住
所
＝
上
海
北
四
川
路　

内
山
書
店
、
郵
政
明
信
片
、
目
録
番
号

五
一
四
）。

（
36
）	

上
海
海
軍
特
別
陸
戦
隊
、
通
称
「
シ
ャ
ン
リ
ク
」。
海
軍
の
陸
戦
隊
は
、
戦
時
に
、
海
外
居
留
民
の
保
護
、
陸
軍
の
上
陸
掩
護
、
局
地
の
暫

時
占
領
、
海
陸
交
通
の
保
護
な
ど
の
ほ
か
、
特
殊
の
任
務
に
よ
っ
て
、
歩
兵
隊
お
よ
び
砲
兵
隊
の
陸
上
部
隊
と
し
て
行
動
し
た
。
一
九
二
七

年
二
月
、
国
民
党
北
伐
か
ら
日
本
人
居
留
民
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
上
陸
し
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。
一
九
三
二
年
の
上
海
事
変
後
、

常
設
化
さ
れ
た
。
当
時
の
本
部
は
、
一
九
三
七
年
の
第
二
次
上
海
事
変
後
に
漢
壁
礼
女
校
（
ハ
ン
ベ
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
、
現
海
南
路
十
号
）

を
占
拠
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
戦
後
は
、
国
民
党
空
軍
供
応
司
令
部
、
虹
口
区
人
民
政
府
・
党
委
員
会
が
置
か
れ
た
（
区
政
府
は
二
〇

〇
四
年
飛
紅
路
五
一
八
号
へ
移
転
）。
吉
川
和
篤
『
上
海
海
軍
特
別
陸
戦
隊
写
真
集
』（
大
日
本
絵
画
、
二
〇
一
三
年
）
ほ
か
参
照
。

（
37
）	

陶
晶
孫
（
一
八
九
七
～
一
九
五
二
、
本
名
は
陶
熾
）
は
、
江
蘇
省
無
錫
生
ま
れ
、
郭
沫
若
の
義
弟
（
妻
同
士
が
姉
妹
）。
一
九
〇
六
年
に
父

と
来
日
し
、
第
一
高
等
学
校
か
ら
一
九
一
九
年
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
学
し
た
。
一
九
二
一
年
に
郭
沫
若
ら
の
創
造
社
同
人
と
な
る
。

一
九
二
三
年
同
大
学
卒
業
。
そ
の
後
、
東
北
帝
国
大
学
で
音
響
生
理
学
を
研
究
し
つ
つ
、
交
響
楽
団
を
つ
く
っ
て
指
揮
者
を
つ
と
め
た
。
一

九
二
九
年
一
月
に
上
海
東
南
医
学
院
教
授
と
な
り
、
一
旦
帰
郷
。
一
九
三
一
年
十
一
月
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
上
海
自
然
科
学
研
究
所
研

究
員
（
病
理
学
科
）
と
な
り
、
小
宮
義
孝
（
一
九
〇
〇
～
七
六
）
と
と
も
に
寄
生
虫
研
究
に
従
事
し
た
。
帰
国
後
も
し
ば
ら
く
文
藝
活
動
を

続
け
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
は
医
学
に
専
心
し
た
。
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
日
本
の
対
中
文
化
政
策
へ
の
参
加
を
求
め
ら

れ
、
中
日
文
化
協
会
上
海
分
会
理
事
に
就
任
。
戦
後
は
、
南
京
陸
軍
病
院
の
接
収
に
立
ち
会
い
、
一
九
四
六
年
台
湾
大
学
教
授
と
な
る
。
一

九
五
〇
年
に
来
日
し
て
東
京
大
学
文
学
部
講
師
を
つ
と
め
た
。
松
枝
茂
夫
は
、
こ
の
半
年
前
、
同
年
四
月
に
陶
晶
孫
と
面
会
し
て
い
た
。
陶

晶
孫
は
翌
一
九
四
三
年
四
月
に
来
日
、
こ
の
と
き
筆
者
と
松
枝
茂
夫
宛
に
送
っ
た
葉
書
も
、
さ
き
の
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
に

あ
る
。
松
枝
茂
夫
「
紹
興
紀
行

―
一
九
四
二
年
春

―
」（『
松
枝
茂
夫
文
集
』
第
二
巻
、
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
、
二
一
九
～
二
二
八
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頁
）。
中
村
み
ど
り
「
戦
時
に
お
け
る
日
中
研
究
者
の
つ
な
が
り

―
松
枝
茂
夫
宛
陶
晶
孫
関
連
書
簡
二
通
に
つ
い
て
」（『
文
化
論
集
』
第
五

五
号
、
早
稲
田
商
学
同
攻
会
、
二
〇
一
九
年
、
二
四
五
～
二
五
八
頁
）

（
38
）	
四
川
北
路
一
六
〇
〇
号
に
あ
っ
た
広
東
料
理
の
茶
館
、
一
九
二
七
年
開
業
。
建
物
は
二
〇
〇
四
年
秋
に
取
り
壊
さ
れ
た
。

（
39
）	
新
亜
細
亜
ホ
テ
ル
（
新
亜
大
酒
店
）
は
、
一
九
三
四
年
一
月
、
日
本
租
界
北
四
川
路
に
開
業
し
た
。
八
階
建
て
、
部
屋
数
三
百
五
十
（
当

時
）
で
、
賭
博
、
売
春
、
阿
片
を
持
ち
込
ま
な
い
「
三
不
主
義
」
を
経
営
方
針
と
し
た
。
建
物
は
、
上
海
市
優
秀
歴
史
建
築
に
指
定
さ
れ
、

現
在
も
営
業
中
。
天
潼
路
四
二
二
号
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https://dl.ndl.go.jp/

、
以
下
「〔
国
図
〕」

と
略
称
）『
中
南
支
工
商
名
鑑  

昭
和
十
五
年
版
』（
日
本
商
業
通
信
社
、
一
九
四
〇
年
）
広
告
四
九
頁
参
照
。

（
40
）	

森
永
製
菓
株
式
会
社
上
海
出
張
所
売
店
、
北
四
川
路
八
七
九
号
。〔
国
図
〕
塚
本
義
隆
編
『
中
国
工
商
名
鑑  

昭
和
十
七
年
版
』（
日
本
商

業
通
信
社
、
一
九
四
二
年
）
六
四
八
頁
参
照
。

（
41
）	

中
華
書
局
は
、
一
九
一
二
年
元
旦
に
陸
費
逵
（
一
八
八
六
～
一
九
四
一
）
が
上
海
に
創
設
し
た
。
小
中
学
校
の
教
科
書
を
皮
切
り
に
『
辞

海
』、『
四
部
備
要
』
は
じ
め
古
典
籍
や
幅
広
い
分
野
の
学
術
書
を
出
版
し
て
い
た
。
一
九
一
六
年
、
福
州
路
と
河
南
路
の
角
、
商
務
印
書
館

（
後
述
）
に
隣
接
し
て
五
階
建
て
の
自
社
ビ
ル
を
竣
工
、
各
地
に
分
局
を
置
い
て
い
た
。
掃
葉
山
房
は
、
明
代
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六

二
〇
）
創
業
の
老
舗
で
、
廉
価
な
石
印
に
よ
り
古
典
籍
を
数
多
く
影
印
出
版
し
た
。
棋
盤
街
に
北
号
総
店
、
県
城
彩
衣
街
に
南
号
分
店
が
あ
っ

た
。
商
務
印
書
館
は
、
一
八
九
七
年
（
光
緒
二
十
三
）
二
月
十
日
、
夏
瑞
芳
、
ア
メ
リ
カ
長
老
会
の
印
刷
所
で
あ
る
上
海
の
美
華
書
館
で
勤

務
し
て
い
た
夏
瑞
芳
（
一
八
七
一
～
一
九
一
四
）
ら
が
、
長
老
会
の
牧
師
Ｇ
・
Ｆ
・
フ
ィ
ッ
チ
に
援
助
を
受
け
設
立
し
た
。
屋
号
は
初
め
商

業
簿
記
を
主
に
取
り
扱
っ
た
こ
と
に
由
る
。
張
元
済
（
一
八
六
七
～
一
九
五
九
）、
王
雲
五
（
一
八
八
八
～
一
九
七
九
）
ら
が
経
営
に
携
わ

り
、
教
科
書
や
『
辞
源
』、『
四
部
叢
刊
』、『
万
有
文
庫
』
は
じ
め
数
多
く
の
学
術
文
藝
書
を
出
版
し
た
。
一
九
一
二
年
河
南
中
路
二
一
一
号

に
総
発
行
所
ビ
ル
を
、
一
九
二
四
年
宝
山
路
に
東
方
図
書
館
を
創
設
し
た
。
一
九
三
二
年
の
第
一
次
上
海
事
変
の
際
、
宝
山
路
の
東
方
図
書

館
、
総
管
理
処
、
印
刷
所
な
ど
が
爆
撃
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
前
掲
『
中
国
旧
書
局
』
八
～
一
二
・
一
〇
八
～
一
二
二
頁
参
照
。

（
42
）	

百
新
書
店
は
、
河
南
中
路
一
七
九
号
に
あ
っ
た
書
店
。『
小
学
生
求
解
・
註
音
・
辨
詞
・
作
文
四
用
字
典
』（
百
新
書
店
、
一
九
四
一
年
二

月
）
参
照
。

（
43
）	

巴
金
（
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
五
）
は
、
本
名
は
李
尭
棠
、
字
は
芾
甘
。
四
川
省
成
都
の
大
地
主
の
家
に
生
ま
れ
た
。
五
四
運
動
の
影
響
を

受
け
て
、
一
九
二
三
年
よ
り
故
郷
を
離
れ
て
上
海
、
南
京
、
北
京
に
遊
ん
だ
。
一
九
二
七
年
か
ら
一
年
間
パ
リ
に
留
学
し
て
処
女
作
『
滅
亡
』

を
執
筆
し
、
一
九
二
九
年
一
～
四
月
『
小
説
月
報
』
に
連
載
さ
れ
る
と
一
躍
注
目
を
浴
び
た
。
一
九
三
一
年
に
『
家
』
を
発
表
、
因
襲
的
な
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大
家
族
で
育
っ
た
主
人
公
が
新
思
想
の
洗
礼
を
受
け
て
上
海
を
目
指
す
ま
で
を
描
い
て
、
若
者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
次
い
で
一

九
三
八
年
に
『
春
』、
一
九
四
〇
年
に
『
秋
』
を
著
し
て
「
激
流
三
部
作
」
を
完
成
さ
せ
た
（
す
べ
て
上
海
開
明
出
版
社
刊
）。
一
九
三
四
年

十
一
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
、
横
浜
、
東
京
に
滞
在
し
て
日
本
語
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
も
執
筆
活
動
を
続
け
、
文
化
大
革
命
中
は
下
放
さ
れ

た
。
の
ち
に
中
国
作
家
協
会
主
席
と
な
り
、
た
び
た
び
来
日
、
福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
一
九
九
〇
年
（
第
一
回
）
創
設
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

『
巴
金
全
集
』
全
二
十
六
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
六
～
九
四
年
）
が
あ
る
。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。
飯
塚
朗
「
苦
悶

の
作
家

―
巴
金
の
生
ひ
立
ち

―
」（『
中
国
文
学
』
終
刊
号
、
中
国
文
学
研
究
会
、
一
九
四
三
年
三
月
、
三
二
三
～
三
三
〇
頁
）、
山
口
守

「
巴
金
『
家
』
の
テ
ク
ス
ト
変
容

―
小
説
・
戯
曲
・
映
画
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
〇
輯
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二
六
～
二

四
一
頁
）、
濱
田
麻
矢
「
巴
金
『
家
』（
一
九
三
三
）」（
武
田
雅
哉
ほ
か
『
中
国
文
学
を
つ
ま
み
食
い
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
二
年
、

一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
44
）	

中
央
儲
備
銀
行
を
指
す
。
中
華
民
国
の
汪
兆
銘
政
権
の
中
央
銀
行
で
、
一
九
四
一
年
一
月
六
日
に
開
業
。
銀
行
券
「
儲
備
券
」
を
発
行
し

た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
伴
い
閉
鎖
さ
れ
た
。

（
45
）	

下
の
「
金
陵
仏
租
界
に
入
り
」
八
字
を
抹
消
。

（
46
）	

金
都
大
戯
院
は
、
一
九
三
九
年
辣
斐
徳
路
福
熙
路
角
（
現
、
延
安
中
路
五
七
二
号
）
に
開
業
し
た
映
画
専
用
劇
場
で
、
座
席
数
一
千
五
百
。

現
在
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。〔
国
図
〕
日
本
映
画
協
会
編
『
映
画
年
鑑　

昭
和
十
八
年
』（
日
本
映
画
協
会
、
一
九
四
三
年
）
六
六
九
頁
参
照
。

（
47
）	

下
の
「
の
」
一
字
を
抹
消
。

（
48
）	

下
の
「
き
わ
め
て
の
ん
き
な
姿
だ
」
十
字
を
抹
消
。

（
49
）	

下
の
「
往
来
」
二
字
を
抹
消
。

（
50
）	

一
九
四
一
年
十
二
月
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
支
配
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
約
一
万
八
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
上
海
租
界
へ
逃
れ
て
来
て
い
た
。

折
し
も
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
日
本
軍
が
租
界
に
進
駐
し
て
実
質
的
な
行
政
権
を
掌
握
し
た
。
筆
者
の
訪
れ
た
一
九
四
二
年
十
月
よ
り
十

三
歳
以
上
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
「
敵
性
国
人
」
と
し
て
赤
い
腕
章
を
着
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
翌
年
八

月
、
共
同
租
界
は
返
還
さ
れ
て
上
海
特
別
市
第
一
区
と
な
り
汪
政
府
管
理
下
に
入
っ
た
。
阿
部
吉
雄
「
上
海
の
ユ
ダ
ヤ
人
ゲ
ッ
ト
ー
設
置
に

関
す
る
考
察
」（『
言
語
文
化
論
究
』
第
十
五
号
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
四
五
～
五
九
頁
）
参
照
。

（
51
）	

横
の
「
実
」
字
を
抹
消
。

（
52
）	

「
松
井
」
は
、
未
詳
。『
昭
和
十
五
年
七
月
一
日
現
在　

社
員
録
』（
南
満
州
鉄
道
総
裁
室
人
事
課
、
一
九
四
〇
年
）
等
に
松
井
姓
職
員
に
、
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堯
政
、
寛
治
、
正
男
、
清
市
ら
の
名
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
上
海
満
鉄
会
『
長
江
の
流
れ
と
共
に

―
上
海
満
鉄
回

想
録

―
』（
上
海
満
鉄
回
想
録
編
集
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
一
九
四
二
年
「
全
員
写
真　

伊
藤
・
宮
本
両
所
長
送
迎
記
念
会
」
等
に

松
井
姓
の
記
載
な
し
。
或
い
は
、
上
海
青
年
会
事
務
局
長
の
松
井
松
次
（
一
九
〇
八
～
八
一
）
を
指
す
か
。
長
野
県
出
身
、
東
京
高
等
師
範

学
校
英
語
科
卒
業
、
一
九
三
六
年
十
一
月
、
上
海
日
本
近
代
科
学
図
書
館
設
立
の
た
め
赴
任
（
～
一
九
三
九
年
五
月
頃
）、
一
九
四
〇
年
四
月

よ
り
同
職
。
中
西
利
八
『
満
州
紳
士
録
』
第
三
版
（
満
蒙
資
料
協
会
、
一
九
四
〇
年
〔『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
第
十
四
巻
、
皓
星
社
、
一
九

九
九
年
覆
刻
〕）、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
福
岡
大
学
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科
大
澤
武
司
研
究
室
松
井
松
次
資
料
館
」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝

http://w
w

w
.din.or.jp/~osaw

a/m
atsui.htm

l

、
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
三
年
十
月
十
二
日
）
ほ
か
参
照
。
待
考
。

（
53
）	

「
水
野
」
は
、
水
野
薫
（
一
八
九
七
年
生
）
か
。
愛
媛
県
出
身
、
一
九
二
〇
年
盛
岡
高
等
農
林
学
校
農
林
科
卒
業
、
一
九
二
五
年
南
満
洲
鉄

道
入
社
。
天
野
元
之
助
（
一
九
〇
一
～
八
〇
）
主
導
の
中
国
東
北
部
の
農
村
調
査
に
同
行
し
た
。
一
九
三
九
年
華
北
交
通
株
式
会
社
総
裁
室

調
査
役
、
翌
年
同
社
資
業
局
農
畜
林
主
幹
、
中
央
鉄
路
農
場
長
。
著
書
に
『
北
支
の
農
村
』（
華
北
交
通
社
員
会
、
一
九
四
一
年
）、『
北
支
名

物
夜
話
』（
満
鉄
社
員
会
、
一
九
四
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
天
野
元
之
助
ほ
か
「
鼎
談  

天
野
元
之
助
中
国
研
究
回
顧
」（
天
野
弘
之
・
井
村

哲
郎
『
満
鉄
調
査
部
と
中
国
農
村
調
査

―
天
野
元
之
助
中
国
研
究
回
顧

―
』、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
ほ
か
参
照
。
待
考
。

（
54
）	

下
の
「
陵
」
字
を
抹
消
。

（
55
）	

一
九
四
二
年
九
月
二
十
四
日
封
切
、
中
華
連
合
製
片
股
份
有
限
公
司
製
作
、
監
督
＝
楊
小
仲
、
主
演
＝
李
麗
華
、
徐
立
。
一
九
四
一
年

「
家
」（
中
国
連
合
影
業
公
司
、
脚
本
＝
周
胎
白
、
監
督
＝
卜
万
蒼
ほ
か
）
が
人
気
を
博
し
た
こ
と
か
ら
、「
春
」（
中
華
連
合
製
片
股
份
有
限

公
司
、
監
督
＝
楊
小
仲
一
九
四
二
年
九
月
公
開
）
と
と
も
に
製
作
、
公
開
さ
れ
た
。
配
給
元
の
中
華
連
合
製
片
股
份
有
限
公
司
は
、
一
九
四

二
年
四
月
創
設
の
中
国
劇
映
画
の
独
占
的
製
作
会
社
。
辻
久
一
「
中
華
電
影
史
話

―
一
兵
卒
の
日
中
映
画
回
想
記
（
一
九
三
九
～
一
九
四

五
）」（
凱
風
社
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
56
）	

下
の
「
可
成
り
」
三
字
を
抹
消
。

（
57
）	

下
の
「
望
め
ば
」
三
字
を
抹
消
。

（
58
）	

『
雑
誌
』
は
、
雑
誌
社
（
上
海
山
東
路
二
九
〇
号
）
の
文
藝
雑
誌
。
一
九
三
八
年
五
月
十
日
（
創
刊
号
）
～
一
九
四
一
年
一
月
十
五
日
（
九

巻
第
四
期
）
は
月
二
回
発
行
、
一
九
四
二
年
八
月
十
日
（
復
刊
第
一
号
第
九
巻
第
五
期
）
よ
り
月
刊
誌
と
な
り
、
一
九
四
五
年
六
月
十
日
（
復

刊
第
三
五
号
第
十
五
巻
第
三
期
）
ま
で
発
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
筆
者
が
購
入
し
た
『
雑
誌
』
は
、
復
刊
第
三
号
第
十
巻
第
一
期
（
一
九

四
二
年
十
月
十
日
、
呉
誠
之
編
集
、
価
格
五
元
）
か
。
中
国
国
家
数
字
図
書
館
民
国
時
期
文
献
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝http://read.
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nlc.cn/specialResourse/m
inguoIndex

、
以
下
「〔
中
数
〕」
と
略
称
）
参
照
。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。

（
59
）	
『
小
説
月
報
』
は
、
連
華
広
告
公
司
（
寧
波
路
四
七
〇
号
）
が
一
九
四
〇
年
十
月
～
一
九
四
四
年
十
一
月
の
間
に
四
十
五
回
発
行
し
た
月
刊

誌
。『
中
国
文
学
』
第
六
十
六
号
（
一
九
四
〇
年
十
一
月
）
に
は
「
商
務
印
書
館
發
行
の
著
名
な
文
藝
雜
誌
と
同
名
で
あ
る
が
、
内
容
は
全
く

異
り
、
娯
樂
的
な
通
俗
文
藝
を
盛
つ
て
ゐ
る
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
三
一
四
頁
）。
筆
者
が
購
入
し
た
『
小
説
月
報
』
は
、
二
十
五
期

（
一
九
四
二
年
十
月
一
日
、
顧
冷
観
編
輯
兼
発
行
、
五
元
）。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。

（
60
）	

『
万
象
』
は
、
万
象
書
屋
（
上
海
福
州
路
世
界
里
六
号
）
が
一
九
四
一
年
七
月
か
ら
一
九
四
五
年
六
月
（
第
四
年
第
七
期
）
ま
で
発
行
し
た

月
刊
文
藝
誌
。
筆
者
が
購
入
し
た
『
万
象
』
は
、
第
二
年
第
四
期
（
一
九
四
二
年
十
月
一
日
、
陳
蝶
衣
編
輯
、
五
元
）
か
。〔
中
数
〕
最
終
確

認
日
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
五
日
。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。

（
61
）	

『
古
今
』
は
、
南
京
の
古
今
月
刊
社
が
一
九
四
二
年
三
月
～
一
九
四
四
年
十
月
に
五
十
七
回
発
行
し
た
文
藝
雑
誌
。
第
八
号
ま
で
月
刊
、
以

後
月
二
回
刊
。
筆
者
が
購
入
し
た
『
古
今
』
は
、
第
八
期
（
一
九
四
二
年
十
月
一
日
、
周
黎
庵
主
編
、
一
元
五
角
）
ま
た
は
第
九
期
（
一
九

四
二
年
十
月
十
六
日
、
陶
亢
徳
・
周
黎
庵
主
編
）。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。

（
62
）	

予
且
（
一
九
〇
二
～
九
〇
）
は
、
潘
予
且
、
本
名
潘
序
祖
、
字
子
端
、
安
徽
省
涇
県
出
身
。
上
海
の
聖
ヨ
ハ
ネ
大
学
（
聖
約
翰
大
学
）
か

ら
光
華
大
学
に
転
じ
て
特
別
卒
業
生
と
し
て
卒
業
、
光
華
大
学
付
属
中
学
の
西
洋
史
教
師
と
な
る
。
そ
の
傍
ら
小
説
を
書
き
始
め
、
中
華
書

局
編
輯
に
転
じ
た
。
日
中
戦
争
勃
発
後
、
一
旦
上
海
を
離
れ
た
が
一
九
三
九
年
に
上
海
へ
戻
り
、
通
俗
的
な
小
説
を
精
力
的
に
発
表
し
た
。

一
九
四
二
年
十
一
月
四
日
よ
り
東
京
で
開
か
れ
た
第
一
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
中
支
代
表
七
名
う
ち
の
一
人
と
し
て
出
席
し
、
東
方
文
化

研
究
院
の
設
立
を
要
望
し
た
。
翌
年
八
月
に
は
『
予
且
短
編
小
説
集
』（
太
平
書
局
、
一
九
四
三
年
）
で
大
東
亜
文
学
次
賞
を
受
賞
し
た
。
一

九
五
〇
年
代
以
降
は
学
校
教
育
に
専
念
し
た
。
筆
者
購
入
誌
の
掲
載
作
品
名
は
、『
雑
誌
』
復
刊
第
三
号
第
十
巻
第
一
期
＝
「
碧
雲
天
外
」、

『
小
説
月
報
』
二
五
期
＝
「
浅
水
姑
娘
」、『
万
象
』
第
二
年
第
四
期
＝
「
乳
娘
曲
」、『
古
今
』
な
し
。「
中
支
文
化
代
表
勢
揃
ひ
」（『
朝
日
新

聞
』、
一
九
四
二
年
十
月
二
十
二
日
朝
刊
三
頁
）、「“
文
学
賞
を
作
ら
う
”
文
化
研
究
所
も
設
け
た
い

―
大
東
亜
文
学
者
大
会
第
二
日
の
議

事
」（
同
上
、
同
年
十
一
月
六
日
夕
刊
二
頁
）、
陶
亢
徳
「
華
中　

不
老
の
文
学
者
・
予
且
」（
同
上
、
一
九
四
三
年
八
月
二
十
八
日
朝
刊
四
頁

「
受
賞
の
作
品
と
人
」）
ほ
か
参
照
。

（
63
）	

丁
諦
は
、
呉
調
公
（
一
九
一
四
～
二
〇
〇
〇
）
の
筆
名
、
原
名
は
呉
鼎
第
、
調
公
は
字
、
江
蘇
省
鎮
江
出
身
。
一
九
三
五
年
大
夏
大
学
国

文
系
を
卒
業
、
こ
の
頃
か
ら
散
文
や
小
説
を
書
き
始
め
て
一
九
四
一
年
に
『
海
市
集
』（
世
界
書
局
）
を
出
版
し
た
。
中
学
や
師
範
学
校
で
教

え
、
一
九
五
五
年
南
京
師
範
大
学
講
師
と
な
り
、
副
教
授
・
教
授
に
昇
任
し
た
。
著
書
に
『
李
商
隱
硏
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
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年
）、『
古
典
文
論
與
審
美
鑒
賞
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
筆
者
購
入
誌
の
掲
載
作
品
名
は
、『
雑
誌
』
＝
「
錦
瑟
」、『
小

説
月
報
』
＝
「
雪
夜
」、『
万
象
』
第
二
年
第
四
期
は
「
長
江
之
夜
潮
」、『
古
今
』
な
し
。「
當
代
著
名
古
典
文
學
専
家
文
藝
理
論
家

―
呉
調

公
先
生
」（『
陰
山
学
刊
』
一
九
八
八
年
〇
三
期
、
包
頭
師
範
学
院
、
二
頁
）、
高
小
康
「
活
的
歷
史
活
的
美
學

―
論
呉
調
公
的
中
國
文
藝
美

學
史
硏
究
方
法
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
三
年
〇
四
期
、
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
、
一
二
五
～
一
三
四
頁
）
参
照
。

（
64
）	
筆
者
の
弟
、
足
立
修
。

（
65
）	

横
浜
正
金
銀
行
（
現
在
の
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
は
、
一
八
八
〇
年
設
立
の
貿
易
金
融
専
門
銀
行
。
上
海
支
店
（
中
山
一
路
二
四
号
）

は
、
一
八
九
三
年
開
設
。
筆
者
の
訪
れ
た
建
物
は
、
パ
ー
マ
ー
＆
タ
ー
ナ
ー
事
務
所
（
公
和
洋
行
）
設
計
、
一
九
二
四
年
竣
工
。
現
在
は
上

海
市
優
秀
歴
史
建
物
に
指
定
さ
れ
、
中
国
工
商
銀
行
上
海
分
行
営
業
部
が
あ
る
。

（
66
）	

王
実
甫
『
西
廂
記
』
は
、
中
唐
の
元
稹
『
会
真
記
』（
別
称
『
鶯
鶯
伝
』）
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
元
雑
劇
で
、
中
国
演
劇
史
上
最
高
傑
作

と
称
さ
れ
る
。
初
期
の
英
訳
に
は
、
熊
一
式
（H

siung Shih-I

）
に
よ
る
全
訳
『T

he rom
ance of the w

estern cham
ber : a Chinese 

play w
ritten in the thirteenth century

』（M
ethuen Publishing

、
一
九
三
五
年
）
全
訳
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ー
ト
（H

enry H
. H

art

）

に
よ
る
節
訳
『T

he W
est Cham

ber : a m
edieval dram

a

』（Stanford U
niversity Press

、
一
九
三
六
年
）
の
二
種
が
あ
る
。
曽
超

「
論
『
西
廂
記
』
及
其
英
譯
本
硏
究
中
的
版
本
問
題
」（『
湘
南
学
院
学
報
』
二
〇
一
八
年
〇
六
期
・
第
三
九
巻
、
湘
南
学
院
、
六
二
～
七
〇

頁
）
参
照
。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。

（
67
）	

上
海
自
然
科
学
研
究
所
（
岳
陽
路
三
二
〇
号
）
は
、
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
の
組
織
。
建
物
は
内
田
祥
三
設
計
、
一
九
三
〇
年
秋
に
竣

工
し
、
翌
年
四
月
二
十
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
、
横
手
千
代
之
助
（
一
八
七
一
～
一
九
四
一
、
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
、
衛
生
学
）
が
初

代
所
長
署
理
に
就
任
し
た
。
敷
地
は
約
二
万
坪
、
建
物
は
延
二
．
五
九
一
坪
、
一
七
一
室
。
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
地
質
学
、
病
理
学
、

細
菌
学
、
生
薬
学
の
七
科
が
あ
り
、
日
中
双
方
の
研
究
員
に
よ
り
各
科
三
～
六
名
（
中
国
人
は
日
本
留
学
経
験
者
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

一
九
三
五
年
三
月
に
第
二
代
所
長
署
理
新
城
新
蔵
（
一
八
七
三
～
一
九
三
八
、
京
都
帝
国
大
学
第
八
代
総
長
・
名
誉
教
授
、
天
文
学
）
が
就
任
、

研
究
成
果
が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
た
。
日
中
戦
争
開
始
後
、
新
城
新
蔵
が
客
死
す
る
な
ど
徐
々
に
研
究
環
境
は
悪
化
、
終
戦
に
伴
い
接
収
さ
れ

た
。
建
物
は
、
上
海
市
優
秀
歴
史
建
築
に
指
定
さ
れ
、
中
国
科
学
院
上
海
生
命
科
学
研
究
院
と
な
っ
て
い
る
。
阿
部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」

の
研
究

―
戦
前
期
日
中
教
育
文
化
交
流
の
展
開
と
挫
折
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
山
根
幸
夫
『
東
方
文
化
事
業
の
歴
史

―
昭
和

前
期
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
』「
第
三
章　

上
海
自
然
科
学
研
究
所
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。
陶
氏
は
、
前
出
の
陶
晶
孫
。

（
68
）	

「
同
文
書
院
」
は
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
略
称
。
東
亜
同
文
会
が
、
中
国
を
富
強
に
し
、
日
中
友
好
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
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目
指
し
、
一
九
〇
〇
五
月
、
南
京
同
文
書
院
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
義
和
団
事
件
の
た
め
、
翌
年
五
月
、
上
海
高
昌
廟
に
移
り
、
東

亜
同
文
書
院
を
設
け
た
。
辛
亥
革
命
時
の
製
造
局
砲
撃
に
よ
り
破
壊
さ
れ
虹
口
へ
移
転
、
一
九
一
七
年
に
新
校
舎
が
完
成
し
た
。
日
本
政
府

の
補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
学
生
は
各
府
県
か
ら
公
費
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
一
九
三
七
年
十
一
月
再
び
焼
失
、
翌
春
、
日
本
軍
が
占
拠

し
て
い
た
交
通
大
学
（
徐
家
匯
海
格
路
）
の
臨
時
校
舎
へ
移
転
し
た
。
一
九
三
九
年
、
大
学
に
昇
格
し
た
が
、
終
戦
に
伴
い
閉
校
し
、
一
部

が
愛
知
大
学
に
継
承
さ
れ
た
。『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史

―
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』（
滬
友
会
、
一
九
八
二
年
）、
中
里
見
敬
「
東
亜
同
文

書
院
の
伝
統
的
中
国
語
教
授
法
『
念
書
』
と
そ
の
戦
後
に
お
け
る
継
承
」（『
中
国
研
究
論
叢
』
第
二
二
号
、
霞
山
会
、
二
〇
二
三
年
二
月
、

七
三
～
九
三
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
69
）	

小
竹
文
夫
（
一
九
〇
〇
～
六
二
）
は
、
石
川
県
出
身
、
弟
の
武
夫
（
一
九
〇
五
～
一
九
八
二
、『
北
平
日
記
』
二
五
頁
注
一
五
）
は
、
筆
者

の
北
京
留
学
時
代
の
友
人
。
一
九
二
二
年
六
月
東
亜
同
文
書
院
卒
業
、
翌
月
同
書
院
助
教
授
と
な
る
。
一
九
二
五
年
四
月
京
都
帝
国
大
学
支

那
史
学
科
に
入
学
、
一
九
二
八
年
三
月
同
卒
業
。
再
び
東
亜
同
文
書
院
に
戻
り
教
授
に
就
任
し
東
洋
経
済
史
、
東
洋
思
想
史
、
中
国
文
化
概

論
な
ど
を
担
当
し
た
。
の
ち
、
金
沢
大
学
、
東
京
教
育
大
学
教
授
。
著
書
に
『
近
世
支
那
経
済
史
研
究
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
二
年
）、『
上
海

三
十
年
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
八
年
）、『
現
代
語
訳
史
記
』（
弘
文
堂
、
一
九
五
六
～
五
七
、
文
夫
と
共
著
）
な
ど
が
あ
る
。
牧
田
諦
亮
「
本

會
評
議
員
小
竹
文
夫
氏
を
悼
む
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
二
一
巻
第
三
号
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
二
年
十
二
月
、
三
六
二
～
三
六
三
頁
）、

東
亜
同
文
書
院
大
学
史
編
纂
委
員
会
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』（
滬
友
会
、
一
九
八
二
年
）
一
五
七
頁
ほ
か
参
照
。

（
70
）	

鄭
振
鐸
編
『
中
国
版
画
史
図
録
』（
別
称
『
中
国
版
画
史
』、
中
国
版
画
史
社
、
一
九
四
〇
～
四
二
）
を
指
す
。
鄭
振
鐸
（
一
八
九
八
～
一

九
五
八
）
は
『
良
友
』
一
九
四
〇
年
一
月
号
（
良
友
図
書
雑
誌
社
）
に
「
譚
中
国
的
版
画
」
を
寄
せ
、
巻
末
近
く
に
大
々
的
な
広
告
を
載
せ

て
、
自
身
の
蔵
書
や
国
内
の
名
画
を
二
年
計
画
で
本
文
四
巻
図
録
二
十
巻
六
帙
を
四
ヶ
月
に
一
回
、
二
百
部
限
定
五
十
元
で
覆
刻
販
売
す
る

と
発
表
し
た
。
見
本
に
よ
る
と
中
国
語
、
英
語
に
よ
る
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
戦
争
開
戦
直
後
、
出
版
元
は
日
本
軍
に
接
収
さ

れ
、
図
録
は
四
輯
一
六
巻
で
終
わ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
中
国
書
店
よ
り
影
印
本
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。「
中
国
版
画
史
」（『
中
国
文
学
』
第
六

二
号
、
中
国
文
学
研
究
会
、
一
九
四
〇
年
、
一
四
〇
頁
）、
趙
家
璧
「
回
憶
鄭
振
鐸
和
他
的
『
中
國
版
畫
史
』―
紀
念
鄭
振
鐸
逝
世
二
十
五

周
年
」（『
新
文
学
史
料
』
一
九
八
三
年
〇
二
期
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
八
三
～
一
九
四
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
71
）	

筆
者
は
一
九
三
八
年
春
よ
り
新
課
程
「
支
那
時
文
」
の
教
育
者
向
け
講
習
に
携
わ
り
、
翌
年
『
中
等
時
文
教
科
書
』（
目
黒
書
店
）
を
刊
行

し
て
い
る
。
六
角
恒
廣
『
近
代
日
本
の
中
国
語
教
育
』（
播
磨
書
房
、
一
九
六
一
年
）
ほ
か
参
照
。

（
72
）	

上
海
の
競
馬
場
（
跑
馬
庁
）
は
、
一
八
四
八
年
に
最
初
の
レ
ー
ス
コ
ー
ス
が
現
南
京
東
路
河
南
中
路
北
西
側
に
創
設
さ
れ
た
。
当
時
の
コ
ー
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ス
は
三
代
目
で
、
一
八
六
二
年
に
現
在
の
西
蔵
路
の
西
側
に
作
ら
れ
た
も
の
。
コ
ー
ス
内
側
に
は
、
プ
ー
ル
、
九
ホ
ー
ル
の
ゴ
ル
フ
場
、
ク

リ
ケ
ッ
ト
場
、
野
球
場
な
ど
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
競
馬
は
開
催
さ
れ
ず
、
南
半
分
は
人
民
広
場
、
北
半
分
は
人
民
公
園
に
整
備
さ
れ
た
。

（
73
）	
大
三
星
は
、〔
国
図
〕
美
濃
部
正
好
編
『
江
南
の
旅
』（
華
中
鉄
道
、
一
九
四
二
年
）
上
海
の
常
熟
料
理
店
と
し
て
唯
一
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
二
〇
頁
）。

（
74
）	

「
西
村
君
」
は
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
上
海
事
務
所
の
西
村
捨
也
（
一
九
〇
三
生
）
か
。
前
任
は
上
海
自
然
科
学
研
究
所
図
書
係
司
書

（
一
九
三
二
年
四
月
～
一
九
四
二
年
九
月
）。
戦
後
は
九
州
工
業
大
学
や
最
高
裁
判
所
図
書
館
に
勤
務
し
た
。
西
村
捨
て
也
「
現
地
随
筆　

劉

氏
嘉
業
堂
の
書
物
」（『
文
藝
春
秋
』
第
十
六
巻
第
十
号
、
文
藝
春
秋
社
、
一
九
三
八
年
六
月
）
一
一
八
～
一
一
九
頁
、「
１
．
研
究
所
職
員
及

傭
人
ニ
関
ス
ル
報
告　

昭
和
十
年
一
月
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーRef.B05015182300

、
上
海
自
然
科
学
研
究
所
関
係
雑
件  

第
一
巻
、

H
-3-2-0-2_001

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）、〔
国
図
〕『
図
書
館
雑
誌
』
第
三
六
年
第
十
一
号
（
一
九
四
二
年
十
一
月
）
七
〇
～
七
一
頁
、
西
村

捨
也
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
近
代
図
書
館
の
成
立
」（『
図
書
館
学
』
創
刊
号
、
西
日
本
図
書
館
学
会
、
一
九
五
四
年
六
月
』）
一
～
十
二
頁
ほ

か
参
照
。

（
75
）	

「
小
玉
君
」
は
、
上
海
自
然
科
学
研
究
所
化
学
科
の
小
玉
数
信
（
一
九
一
四
年
生
）
か
。
一
九
三
七
年
着
任
。〔
中
数
〕『
中
日
文
化
協
會
兩

周
紀
年
特
刊
』（〔
中
日
文
化
協
会
〕、〔
一
九
四
二
年
〕、
一
〇
五
頁
、
最
終
確
認
日
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
九
日
）、
八
耳
俊
文
「
地
球
化
学

を
生
き
た
人

―
岡
田
家
武
」（『
サ
イ
エ
ン
ス
ネ
ッ
ト
』
第
三
十
号
、
数
研
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
六
～
九
頁
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https://w

w
w

.
chart.co.jp/subject/rika/scnet/30/sc30-2.pdf

、
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
九
日
）
参
照
。
上
記
の
参
会
者
「
張
君
」
は
、

小
玉
数
信
の
同
僚
、
上
海
自
然
科
学
研
究
所
化
学
科
の
張
定
釗
か
（
前
掲
『
東
方
文
化
事
業
の
歴
史

―
昭
和
前
期
に
お
け
る
日
中
文
化
交

流
』
七
四
頁
）。

（
76
）	

下
の
「
い
や
」
二
字
を
抹
消
。

（
77
）	

煨
鶏
（
別
名
「
叫
化
鶏
」）
は
、
江
蘇
省
常
熟
の
伝
統
料
理
。
下
処
理
し
た
鶏
を
蓮
の
葉
で
包
み
、
そ
れ
を
土
で
包
ん
で
丸
ご
と
炉
で
蒸
し

焼
き
に
し
た
も
の
。
乞
食
が
鶏
を
盗
ん
だ
が
、
鍋
が
な
か
っ
た
の
で
こ
の
方
法
で
調
理
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。

（
78
）	

『
四
庫
全
書
』
は
、
清
の
乾
隆
帝
（
一
七
一
一
～
九
九
）
の
勅
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
叢
書
で
、
経
、
史
、
子
、
集
の
四
部
約
三
、
四
六
〇

種
、
七
万
九
千
巻
。
正
本
七
部
は
、
文
淵
閣
（
紫
禁
城
）、
文
源
閣
（
円
明
園
）、
文
津
閣
（
熱
河　

避
暑
山
荘
）、
文
溯
閣
（
瀋
陽
）、
文
匯

閣
（
揚
州
）、
文
宗
閣
（
鎮
江
）、
文
瀾
閣
（
杭
州
）
に
、
副
本
一
部
が
翰
林
院
に
収
蔵
さ
れ
た
。
杭
州
の
文
瀾
閣
は
、
一
八
六
一
（
咸
豊
十

一
）
年
、
太
平
天
国
軍
に
よ
り
一
部
焼
失
し
た
。
こ
れ
を
憂
え
た
丁
申
、
丁
丙
兄
弟
は
、
密
か
に
『
四
庫
全
書
』
を
搬
出
し
て
上
海
へ
移
送
、
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嘉
恵
堂
へ
安
置
し
て
補
鈔
を
開
始
し
た
。
一
九
一
一
年
に
浙
江
図
書
館
（
現
浙
江
省
図
書
館
）
へ
移
管
さ
れ
た
。
館
長
の
銭
恂
（
一
八
五
三

～
一
九
二
七
、
銭
稲
孫
の
父
）
ら
は
補
鈔
作
業
を
進
め
、
一
九
二
三
年
に
銭
恂
編
『
壬
子
文
瀾
閣
所
存
書
目
』
が
完
成
し
た
。
日
中
戦
争
が

始
ま
り
杭
州
に
日
本
軍
が
侵
攻
、
一
九
三
八
年
二
月
に
日
本
の
「
占
領
地
区
図
書
文
件
接
収
委
員
会
」
が
同
館
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
同
年

四
月
、
接
収
を
防
ぐ
た
め
秘
密
裏
に
貴
州
貴
陽
市
へ
移
の
の
ち
、
終
戦
ま
で
地
母
洞
に
隠
蔵
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年
五
月
か
ら
二
ヶ
月
か
け

て
杭
州
へ
戻
さ
れ
た
。
岡
村
敬
二
『
遺
さ
れ
た
蔵
書

―
満
鉄
図
書
館
・
海
外
日
本
図
書
館
の
歴
史
』（
阿
吽
社
、
一
九
九
四
年
）
八
〇
～
一

二
四
頁
、
雷
有
梅
「
探
尋
文
瀾
閣
『
四
庫
全
書
』
的
前
世
今
生

―
抗
戰
時
期
文
瀾
閣
『
四
庫
全
書
』
的
貴
州
之
行
」（『
遺
産
與
保
護
硏
究
』

二
〇
一
八
年
〇
七
期
、
北
京
卓
衆
出
版
有
限
公
司
、
一
四
六
～
一
四
八
頁
）
参
照
。

（
79
）	

下
の
「
転
」
と
思
し
き
一
字
を
抹
消
。

（
80
）	

南
京
の
国
家
図
書
館
は
、
日
中
戦
争
開
始
に
伴
い
、
一
九
三
七
年
八
月
十
五
日
閲
覧
を
停
止
し
、
重
要
図
書
二
六
三
箱
を
故
宮
博
物
院
新

建
密
庫
へ
移
送
、
さ
ら
に
精
選
一
三
〇
箱
は
武
漢
、
長
沙
経
由
で
重
慶
へ
移
送
、
一
九
四
一
年
二
月
に
中
央
図
書
館
重
慶
分
室
を
開
設
し
て

保
全
し
、
さ
ら
に
文
献
収
集
に
つ
と
め
た
。
購
入
図
書
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会
図
書
館
へ
疎
開
準
備
中
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
善
本

百
数
十
箱
は
日
本
軍
に
運
び
去
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
戦
後
、
日
本
の
帝
国
図
書
館
で
発
見
さ
れ
、
協
議
の
末
、
南
京
へ
へ
戻
さ
れ
た
が
、
第

二
次
国
共
内
戦
中
に
台
湾
へ
移
送
さ
れ
た
。
長
澤
規
矩
也
『
古
書
の
は
な
し

―
書
誌
学
入
門
』（
冨
山
房
、
一
九
七
六
年
）
一
七
〇
～
一
七

三
頁
、
前
掲
『
遺
さ
れ
た
蔵
書

―
満
鉄
図
書
館
・
海
外
日
本
図
書
館
の
歴
史
』、「
曲
論
の
系
譜

―
南
京
事
件
期
に
お
け
る
図
書
掠
奪
問

題
の
検
証
」（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
一
四
巻
二
号
、
立
命
館
大
学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
九
月
、
一
二
三
～
一
三
八
頁
）

ほ
か
参
照
。

（
81
）	

括
弧
内
は
朱
墨
に
よ
る
。

（
82
）	

こ
の
部
分
の
記
述
は
不
正
確
と
思
わ
れ
る
。
嘉
業
堂
は
、
浙
江
省
湖
州
南
潯
の
蔵
書
家
劉
承
幹
（
一
八
八
二
～
一
九
六
三
）
の
蔵
書
楼

（「
北
京
旅
行
日
記
（
一
）
五
二
頁
注
一
〇
一
）。
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
劉
氏
は
貴
重
書
を
持
ち
出
し
た
。
他
方
、
大
連
在
住
の
松
崎
鶴
雄

（
一
八
六
七
～
一
九
四
九
）
は
、
義
兄
で
嘉
興
に
本
部
を
置
く
守
備
隊
の
隊
長
で
あ
っ
た
牧
二
郎
少
将
に
嘉
業
堂
蔵
書
へ
の
特
別
配
慮
を
懇
願

し
た
。
そ
の
結
果
、
嘉
業
堂
の
書
物
と
建
物
は
保
全
さ
れ
、
甚
大
な
損
失
を
免
れ
た
と
い
う
。
岡
井
慎
吾
「
劉
氏
嘉
業
堂
の
書
物
」（『
書
誌

学
』
第
十
巻
第
五
号
、
日
本
書
誌
学
会
、
一
九
三
八
年
五
月
、
二
九
～
三
一
頁
）、
高
橋
智
『
書
誌
学
の
す
す
め

―
中
国
の
愛
書
文
化
に
学

ぶ
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
九
一
～
九
二
頁
。

（
83
）	

章
太
炎
（
一
八
六
九
～
一
九
三
六
）
は
、
満
州
事
変
・
上
海
事
変
を
受
け
て
抗
日
宣
言
を
発
表
し
た
。「
国
学
研
究
会
」
は
、
章
太
炎
が
晩
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年
に
蘇
州
で
主
宰
し
た
「
章
氏
国
学
講
習
会
」
を
指
す
か
。
同
会
は
、
一
九
三
五
年
九
月
に
蘇
州
で
機
関
誌
『
制
言
』
を
創
刊
、
第
四
七
期

（
一
九
三
七
年
八
月
）
で
休
刊
し
た
。
一
九
三
九
年
一
月
に
復
刊
、
半
月
刊
か
ら
月
刊
へ
改
め
、
事
務
所
を
蘇
州
か
ら
上
海
福
州
路
河
南
路
口

五
洲
大
楼
に
設
置
す
る
と
宣
言
し
た
（
第
四
八
期
「
章
氏
国
学
講
習
会
通
告
」）
が
、
一
九
四
〇
年
三
月
、
六
二
期
で
終
刊
し
た
。
ま
た
、
一

九
三
九
年
二
月
、
上
海
に
太
炎
文
学
院
を
創
設
さ
れ
た
が
、
一
年
半
で
閉
院
と
な
っ
た
。
周
励
恒
「
太
炎
文
學
院
的
創
辨
及
終
結
」（『
史
學

理
論
與
史
學
史
學
刊
』
二
〇
二
〇
年
下
巻
総
第
二
三
巻
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
摘
要
参
照
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https://chn-oversea-cnki-net.ezproxy.lib.

kyushu-u.ac.jp/K
CM

S/detail/detail.aspx?dbcode=CCJD
&

dbnam
e=CCJD

LA
ST

2&
filenam

e=SW
X

S202002010&
uniplatf

orm
=OV

ERSEA
&

v=W
kk_Pd7M

O
siD

T
Bdm

lvBkfLO
tvO

pYm
5zD

H
O

RpG1H
1A

-X
W

Sm
Zm

z5FtvcxCRrfH
qQ

w
1

、
最
終

確
認
日
＝
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
三
日
）。
筆
者
の
北
京
留
学
報
告
に
章
太
炎
の
章
が
あ
る
。『
北
平
日
記
』
二
二
〇
頁
注
二
九
。

（
84
）	

弄
堂
〔
中nòng táng
〕
は
、
上
海
の
住
宅
街
に
設
け
ら
れ
た
共
同
通
路
。
竹
内
好
「
旅
日
記
抄
（
三
）」（『
中
国
文
学
』
第
八
七
号
、
一

九
四
二
年
八
月
、
二
〇
二
～
二
一
〇
頁
）
参
照
。

（
85
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
86
）	

下
の
「
こ
と
に
支
那
人
の
集
ま
つ
て
ゐ
る
町
は
」
十
五
字
を
抹
消
。

（
87
）	

工
部
局
は
、
一
八
五
四
～
一
九
四
五
年
の
間
、
上
海
租
界
に
あ
っ
た
自
治
行
政
機
関
。
名
称
は
、
初
め
土
木
建
設
事
業
に
当
た
っ
た
こ
と

に
由
来
す
る
。
形
式
的
に
は
市
参
事
会
の
下
部
機
関
で
、
警
察
部
、
教
育
部
、
図
書
館
な
ど
十
三
の
部
局
が
あ
っ
た
。

（
88
）	

上
海
市
政
研
究
会
は
、
一
九
四
一
年
七
月
、
元
外
交
官
で
工
部
局
参
事
の
岡
本
一
策
（
一
八
八
九
～
一
九
四
六
）
を
中
心
に
創
設
さ
れ
た
。

上
海
租
界
の
行
政
、
財
政
、
経
済
及
び
文
化
の
実
態
を
調
査
し
、
租
界
対
策
の
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
岡
本
の
事
務
所

内
に
設
置
さ
れ
た
。「
153
．
支
那
の
租
界
問
題
と
第
三
国
の
行
動
（
東
方
文
化
学
院
研
究
員
、
植
田
捷
男
）」JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）Ref.B02030931800

、
本
邦
対
内
啓
発
関
係
雑
件
／
講
演
関
係
／
日
本
外
交
協
会
講
演
集　

第
十
巻
（A

-3-3-0-2_1_2_010

）（
外

務
省
外
交
史
料
館
）、
大
分
県
豊
後
大
野
市
公
式
サ
イ
ト
「
豊
後
大
野
ゆ
か
り
の
人
物
」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https://w

w
w

.bungo-ohno.jp/docs/﻿
2021012000053/

、
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
三
日
）
参
照
。

（
89
）	

「
山
岸
女
史
」
は
、
中
国
婦
女
協
進
会
主
宰
の
山
岸
多
嘉
子
（
一
九
〇
六
～
六
六
、
中
国
名
＝
楊
嘉
香
）。
前
日
夜
、
陶
晶
孫
の
招
宴
に
同

席
し
た
「
山
室
女
史
」
と
同
一
人
物
か
。
新
潟
県
高
田
市
出
身
、
新
潟
県
議
会
副
議
長
・
宏
隆
の
長
女
、
東
京
女
子
大
学
国
文
科
卒
業
。
盧

溝
橋
事
件
後
間
も
な
く
『
婦
人
公
論
』
特
派
員
と
し
て
中
国
各
地
を
慰
問
し
、『
婦
人
従
軍
記
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
八
年
）
を
著
し
た
。

一
九
三
八
年
十
二
月
に
上
海
へ
移
り
、
翌
年
一
月
、
中
国
人
女
性
の
教
養
向
上
を
目
指
し
て
浦
東
南
区
東
昌
路
新
浦
東
里
に
中
国
婦
女
協
進
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会
を
設
立
し
た
。
日
本
語
や
刺
繍
・
裁
縫
指
導
の
ほ
か
、
三
万
坪
の
農
園
で
は
花
卉
・
農
産
物
栽
培
、
家
畜
飼
育
な
ど
を
指
導
し
た
。
そ
の

後
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
教
授
の
小
岩
井
浄
（
一
八
九
七
～
一
九
五
九
、
愛
知
大
学
第
三
代
学
長
）
と
結
婚
。
一
九
五
〇
年
、
愛
知
県
豊
橋

市
の
愛
知
大
学
公
館
（
旧
第
十
五
師
団
長
官
舎
）
占
領
軍
接
収
宣
言
の
直
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
夫
人
宛
に
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
が
功
を

奏
し
、
接
収
は
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
。
晩
年
ま
で
平
和
運
動
に
専
心
し
た
。「
大
陸
の
夏
に
働
く
女
性
（
一
）
姑
娘
が
母
と
も
慕
う　

宣
撫

の
誓
い　

山
岸
多
嘉
子
さ
ん
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
七
月
一
一
日
朝
刊
六
頁
）、「
４
．
学
会
協
会
（
５
）
山
岸
多
嘉
子
主
宰
中
国
婦

女
協
進
会　

14
、
8
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーRef.B05016192000

、
参
考
資
料
関
係
雑
件
／
宗
教
、
病
院
、
図
書
館
、
博
覧
会
、
教

会
関
係  

第
二
巻
、H

-7-2-0-4_3_002

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）、〔
国
図
〕
久
保
田
好
郎
「
新
潟
人
物
伝　

山
岸
多
嘉
子
（
一
）
～
（
四
）」

（『
セ
ン
タ
ー
月
報
』
二
二
六
～
二
二
九
号
、
新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年
七
～
十
月
）
ほ
か
参
照
。

（
90
）	

在
上
海
日
本
近
代
科
学
図
書
館
を
指
す
。
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
が
北
京
近
代
科
学
図
書
館
（「
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）」（
二
）

三
八
頁
注
五
七
）」）
と
と
も
に
一
九
三
七
年
三
月
四
川
路
一
四
九
号
宏
業
大
廈
に
開
設
し
た
。
館
長
は
、
元
東
京
朝
日
新
聞
経
済
部
次
長
の

上
崎
孝
之
助
。
日
中
戦
争
開
戦
に
伴
い
一
九
三
八
年
八
月
よ
り
十
ヶ
月
間
閉
鎖
し
た
こ
と
が
あ
る
。
北
京
が
人
文
科
学
、
自
然
科
学
に
関
す

る
学
術
図
書
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
上
海
は
実
用
性
を
重
視
し
て
幅
広
い
分
野
の
図
書
を
収
蔵
し
、
利
用
者
も
日
中
の
市
民
が
多
か
っ

た
と
い
う
。
終
戦
に
伴
い
書
籍
は
中
華
民
国
に
接
収
さ
れ
た
。「
13
．
上
海
図
書
館
開
館
ニ
関
ス
ル
件　

昭
和
十
二
年
三
月
」（
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ーRef.B05016001100

、
上
海
近
代
科
学
図
書
館
関
係
雑
件  

第
一
巻
、H

-6-2-0-23_001

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）、
前
掲
『
東

方
文
化
事
業
の
歴
史

―
昭
和
前
期
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
』「
第
六
章　

在
上
海
日
本
近
代
科
学
図
書
館
」
参
照
。

（
91
）	

蒋
松
輝
は
、
上
海
日
本
近
代
科
学
図
書
館
総
務
部
長
。〔
国
図
〕『
全
支
商
工
名
鑑
』
昭
和
十
八
年
度
（
中
国
通
信
社
、
一
九
四
三
年
）
二

四
七
～
二
四
八
頁
。

（
92
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
93
）	

四
部
備
要
は
、
上
海
中
華
書
局
が
一
九
二
七
～
三
〇
年
に
刊
行
し
た
叢
書
で
陸
費
逵
ら
の
編
。
経
・
史
・
子
・
集
三
百
五
十
一
種
、
一
万

一
千
余
巻
。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
に
『
二
十
四
史
』
の
う
ち
、（
一
）『
史
記
』、（
三
）『
後
漢
書
』、（
四
）『
三
国
志
』、（
五
）『
晋
書
』、

（
六
）『
陳
書
』・『
梁
書
』・『
南
斉
書
』・『
宋
書
』、（
七
）『
魏
書
』、（
八
）『
周
書
』・『
北
斉
書
』
の
七
冊
を
蔵
す
る
。

（
94
）	

開
明
書
店
（
福
州
路
二
六
八
号
）
は
、
一
九
二
八
年
に
章
錫
璋
（
一
八
八
九
～
一
九
六
九
）
が
創
設
し
た
書
店
。
茅
盾
、
巴
金
ら
の
小
説
、

『
六
十
種
曲
』、
開
明
青
年
叢
書
、
国
語
や
英
語
の
教
科
書
そ
の
他
を
出
版
、
販
売
し
た
。
一
九
五
五
年
に
中
国
青
年
出
版
社
に
合
併
さ
れ
た
。

（
95
）	

劉
復
（
字
半
農
、
一
八
九
一
～
一
九
三
四
）
は
、
江
蘇
省
江
陰
出
身
。
十
五
歳
か
ら
常
州
府
中
学
堂
で
学
び
、
母
校
翰
墨
林
小
学
校
の
教
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員
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
へ
留
学
後
、
パ
リ
大
学
へ
移
り
実
験
音
声
学
を
研
究
し
て
一
九
二
五
年
博
士
号
を
取
得
し
た
。
帰

国
後
は
北
京
大
学
教
授
と
な
り
、
中
央
研
究
院
歴
史
言
語
研
究
所
研
究
員
、
北
京
輔
仁
大
学
教
務
長
を
兼
任
し
た
。
雑
誌
『
新
青
年
』
の
編

集
を
担
当
、
詩
文
を
創
作
し
、『
椿
姫
』
な
ど
も
翻
訳
し
た
。
著
書
に
『
揚
鞭
集
』、『
半
農
談
影
』、『
四
声
新
譜
』、『
方
言
字
典
』
な
ど
が
あ

る
。
一
九
三
四
年
、
方
言
調
査
中
に
回
帰
熱
に
罹
り
急
逝
し
た
。
弟
の
劉
天
華
（
一
八
九
五
～
一
九
三
二
）
は
、
二
胡
な
ど
伝
統
音
楽
の
発

展
に
貢
献
し
た
音
楽
家
。
筆
者
が
購
入
し
た
『
半
農
雑
文
』
は
、
第
一
冊
（
北
平
星
雲
堂
書
店
、
一
九
三
四
年
六
月
）
と
二
集
（
上
海
良
友

図
書
印
刷
公
司
、
一
九
三
五
年
七
月
）
か
。
と
も
に
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。

（
96
）	

京
華
は
、
福
州
路
に
あ
っ
た
広
東
料
理
店
。
前
掲
『
江
南
の
旅
』
一
六
、
二
〇
頁
参
照
。

（
97
）	

府
県
誌
購
入
に
ま
つ
わ
る
回
想
が
「
論
文
集
の
あ
と
に
」（『
中
国
文
学
論
考
』
目
加
田
誠
著
作
集
第
四
巻
、
龍
溪
書
舎
、
一
九
八
五
年
）

の
中
に
あ
る
（
五
二
二
頁
）。

（
98
）	

先
施
公
司
（Sincere
、
南
京
東
路
四
七
九
号
）
は
、
香
港
製
品
を
主
と
す
る
百
貨
店
で
、
一
九
一
七
年
開
業
、
四
大
公
司
の
一
つ
。
建
物

は
現
存
し
、
上
海
時
装
公
司
、
東
亜
飯
店
、
黄
浦
区
文
化
館
な
ど
が
入
居
し
て
い
る
。

（
99
）	

神
戸
商
会
（
北
四
川
路
、
東
亜
ホ
テ
ル
前
）
は
、
日
系
の
商
店
。
創
業
者
は
、
大
久
保
直
次
郎
（
東
亜
同
文
書
院
第
五
期
生
）。
前
掲
『
中

国
工
商
名
鑑　

昭
和
十
七
年
版
』
六
一
一
頁
、『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』
四
一
七
頁
参
照
。

（
100
）	

下
の
「
暫
く
」
二
字
を
抹
消
。

（
101
）	

下
の
「
へ
」
字
を
抹
消
。

（
102
）	

海
南
線
（
上
海
―
蘇
州
―
南
京
）
は
、
華
中
鉄
道
会
社
が
運
行
。
鉄
道
省
編
纂
『
時
刻
表
』
第
十
八
巻
第
十
一
号
（
東
亜
旅
行
社
、
一
九

四
二
年
十
一
月
）
に
拠
る
と
、
上
海
―
蘇
州
間
は
、
八
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
等
運
賃
四
円
九
十
五
銭
。
上
海
十
二
時
〇
分
発
、
蘇
州
一
四

時
三
一
分
着
。

（
103
）	

下
の
「
ゆ
」
字
を
抹
消
。

（
104
）	

皇
后
飯
店
は
、
大
井
巷
東
首
に
あ
っ
た
旅
館
、
前
掲
『
江
南
の
旅
』
三
八
頁
。
上
海
出
発
前
に
小
野
忍
が
こ
の
宿
を
筆
者
に
勧
め
た
と
い

う
（
前
掲
小
野
忍
「
皇
后
飯
店
」
参
照
）。

（
105
）	

蘇
州
の
日
系
放
送
局
は
、
一
九
三
九
年
五
月
一
日
、
城
内
北
局
の
大
丸
蘇
州
百
貨
公
司
の
三
階
に
開
局
し
た
。「
９
）
蘇
州
放
送
局
」JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B10075007900

、
在
支
満
本
邦
放
送
局
関
係
雑
件　

第
一
巻
（F-2-3-2-9_001

）（
外
務
省
外
交
史
料

館
）
参
照
。
中
国
放
送
協
会
（
中
国
名
＝
中
国
広
播
事
業
建
設
協
会
）
は
、
一
九
四
一
年
二
月
設
立
さ
れ
た
日
中
共
同
の
放
送
局
で
、
中
央
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局
は
南
京
に
、
支
局
は
上
海
、
漢
口
、
杭
州
、
蘇
州
、
寧
波
に
置
か
れ
た
。
蘇
州
局
（
Ｘ
Ｇ
Ｏ
Ｊ
）
で
は
、
蘇
州
語
、
中
国
語
、
日
本
語
に

よ
り
放
送
さ
れ
た
。
周
卓
人
は
蘇
州
電
台
長
、
岩
井
隆
一
は
副
台
長
。〔
国
図
〕
日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ジ
オ
年
鑑　

昭
和
一
八
年
』（
日
本

放
送
出
版
協
会
、
一
九
四
三
年
一
月
）
二
九
一
～
二
九
八
頁
参
照
。

（
106
）	
下
の
「
す
」
字
を
抹
消
。

（
107
）	

中
日
文
化
協
会
は
、
一
九
四
一
年
七
月
二
十
八
日
、
日
中
国
民
の
文
化
的
融
合
を
目
指
し
て
南
京
に
創
設
さ
れ
た
。
理
事
長
は
褚
民
誼
。

蘇
州
分
会
は
、
翌
年
九
月
十
三
日
に
創
設
さ
れ
た
。「
中
日
文
化
協
会
成
る
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
四
〇
年
七
月
二
十
九
日
朝
刊
一
頁
）、「
４
．

学
会
、
協
会
（
19
）
中
日
文
化
協
会
設
立　

15
、
8
」（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、Ref.B05016193900

、
参
考
資
料
関
係
雑
件
／
宗

教
、
病
院
、
図
書
館
、
博
覧
会
、
教
会
関
係  

第
三
巻
、H

-7-2-0-4_3_003

、
外
務
省
外
交
史
料
館
）、
杉
野
元
子
「
南
京
中
日
文
化
協
会
と

張
資
平
」（『
藝
文
研
究
』
八
七
号
、
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、
二
五
五
～
二
七
七
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
108
）	

観
前
街
は
、
蘇
州
城
内
の
道
観
（
道
教
寺
院
）
玄
妙
観
の
門
前
街
。
雑
貨
店
、
金
銀
細
工
店
、
飲
食
店
な
ど
が
あ
っ
た
。
玄
妙
観
は
、
西

晋
咸
寧
二
（
二
七
六
）
年
創
建
。
前
掲
『
江
南
の
旅
』
三
〇
頁
ほ
か
参
照
。

（
109
）	

獅
子
林
は
、
元
の
至
正
二
（
一
三
四
二
）
年
に
臨
済
宗
の
天
如
禅
師
が
弟
子
と
と
も
に
蘇
州
へ
移
り
建
立
し
た
菩
提
正
宗
寺
の
庭
園
。
そ

の
名
は
、
園
内
に
あ
っ
た
假
山
の
姿
が
獅
子
の
形
に
似
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
前
掲
『
満
支
旅
行
案
内　

昭
和
十
七
年
版
』
は
「
そ
の

風
韻
雅
趣
は
世
に
知
ら
れ
た
時
も
あ
つ
た
が
、
現
在
は
俗
臭
芬
々
と
し
て
古
趣
の
俤
を
と
ゞ
め
て
ゐ
な
い
」
と
記
す
（
八
四
頁
）。
蘇
州
四
大

名
園
の
一
つ
、
二
〇
〇
〇
年
に
世
界
遺
産
登
録
。

（
110
）	

蘇
州
の
陽
澄
湖
は
、
上
海
蟹
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
九
～
十
月
、
メ
ス
が
食
べ
頃
を
迎
え
る
。

（
111
）	

下
の
「
そ
の
内
周
台
長
が
来
て
、
江
蘇
図
書
館
長
徐
徴
氏
を
呼
び
」
二
十
二
字
を
抹
消
。

（
112
）	

滄
浪
亭
（
東
南
三
元
坊
）
は
、
蘇
州
四
大
名
園
の
一
つ
。
五
代
十
国
・
呉
越
王
銭
氏
の
姻
戚
、
孫
承
祐
の
池
館
跡
と
い
う
。
北
宋
の
慶
暦

五
（
一
〇
四
五
）
年
、
蘇
舜
欽
（
一
〇
〇
八
～
四
八
）
が
朝
廷
よ
り
放
逐
さ
れ
て
蘇
州
へ
至
り
、
こ
こ
を
改
修
し
「
滄
浪
亭
」
と
名
づ
け
、

滄
浪
翁
と
号
し
て
「
滄
浪
亭
記
」
を
記
し
た
。「
滄
浪
之
水
清
兮
可
以
濯
吾
纓
、
滄
浪
之
水
濁
兮
可
以
濯
吾
足
」（
孟
子
』
離
婁
上
）
に
拠
る
。

蘇
舜
欽
の
没
後
、
所
有
者
が
変
遷
し
、
元
代
に
は
大
雲
寺
と
な
っ
た
が
、
清
の
康
熙
三
十
五
（
一
六
九
六
）
年
に
江
蘇
巡
撫
の
宋
犖
が
再
建

し
た
。
乾
隆
帝
は
南
巡
の
た
び
に
、
こ
の
亭
の
南
に
行
宮
を
置
い
て
詩
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
荒
廃
し
て
い
た
が
、
一
九
二
七
年
に
蘇

州
美
術
専
科
学
校
校
舎
と
な
っ
た
。
日
中
戦
争
開
始
後
、
日
本
軍
が
接
収
。
二
〇
〇
〇
年
に
世
界
遺
産
登
録
。
福
本
雅
一
「
滄
浪
亭
と
蘇
舜

欽
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
三
六
巻
、
國
學
院
大
学
、
一
九
九
八
年
三
月
、
九
三
～
一
三
一
頁
）
ほ
か
参
照
。
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（
113
）	

『
江
蘇
文
献
』
は
、
一
九
四
二
年
二
月
に
江
蘇
国
学
社
が
創
刊
し
た
学
術
雑
誌
。
国
学
社
は
、
江
蘇
省
政
府
の
支
持
を
受
け
一
九
三
九
年
に

創
設
さ
れ
た
書
院
で
、
経
義
、
史
論
、
詞
章
の
三
課
を
立
て
、
通
信
教
育
を
行
っ
た
。
社
長
は
教
育
庁
秘
書
の
龐
独
英
、
主
講
は
曹
元
弼
、

詞
章
担
当
は
陳
孟
閲
。『
江
蘇
文
献
』
創
刊
号
巻
頭
に
李
士
群
（
汪
兆
銘
政
権
の
要
人
、
一
九
〇
五
～
四
三
）
の
「
発
刊
詞
」
が
あ
る
。
山
田

厚
「
大
陸
文
化
雑
纂　

第
三
」（『
斯
文
』
第
二
三
編
第
十
二
号
、
斯
文
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
）
一
九
～
二
一
頁
参
照
。
大
野
城
心
の
ふ

る
さ
と
館
に
『
江
蘇
文
献
』
第
一
・
二
期
合
刊
（
一
九
四
二
年
二
月
）、
第
三
・
四
期
合
刊
（
同
年
四
月
）、
第
五
・
六
期
合
刊
（
同
年
六
月
）、

第
七
・
八
期
合
刊
（
同
年
八
月
）
の
四
冊
が
あ
る
。
管
見
の
限
り
日
本
国
内
の
他
機
関
に
所
蔵
な
し
。

（
114
）	

下
の
「
覚
え
さ
せ
る
」
五
字
を
抹
消
。

（
115
）	

徐
徴
は
、
江
蘇
省
立
蘇
州
図
書
館
館
長
。〔
国
図
〕
上
海
自
然
科
学
研
究
所
編
『
中
国
文
化
情
報
』
第
二
六
号
（
上
海
自
然
科
学
研
究
所
、

一
九
四
〇
年
十
一
月
）
二
九
頁
参
照
。

（
116
）	

陳
奐
（
一
七
八
六
～
一
八
六
三
）
は
、
字
は
碩
甫
、
号
は
師
竹
、
江
蘇
省
蘇
州
生
ま
れ
。
晩
年
、
蘇
州
南
園
に
居
り
、
南
園
老
人
と
号
し

た
。
二
十
五
歳
で
江
沅
に
、
二
十
七
歳
で
段
玉
裁
に
師
事
し
た
。
嘉
慶
二
十
三
（
一
八
一
八
）
年
、
上
京
し
て
王
念
孫
・
引
之
父
子
を
訪
ね
、

交
流
が
始
ま
っ
た
。
翌
年
、
胡
承
珙
と
面
識
を
得
、
と
も
に
毛
詩
研
究
を
す
す
め
た
。
道
光
八
（
一
八
二
八
）
年
に
北
京
を
出
て
遊
行
、
道

光
十
三
年
頃
か
ら
杭
州
の
汪
遠
孫
宅
に
聘
せ
ら
れ
、
約
二
十
年
間
学
究
生
活
を
送
る
。
道
光
二
十
九
年
頃
、
両
江
総
督
陸
建
瀛
に
招
か
れ
南

京
で
『
爾
雅
義
疏
』、『
求
古
録
礼
説
』
な
ど
を
校
刊
し
た
。
咸
豊
三
（
一
八
五
三
）
年
、
太
平
天
国
の
乱
に
よ
り
南
京
は
陥
落
し
、
陳
奐
は

無
錫
、
蘇
州
へ
移
っ
た
。
生
涯
を
か
け
て
完
成
し
た
『
詩
毛
氏
伝
疏
』
三
十
巻
は
、
清
朝
考
証
学
の
方
法
を
用
い
た
詩
経
研
究
の
成
果
と
称

さ
れ
る
。『
清
史
稿
』
巻
四
八
二
に
伝
が
あ
る
。
筆
者
は
前
年
「
陳
碩
甫
伝
」
を
『
文
学
研
究
』
二
九
輯
に
投
稿
し
て
い
る
（
四
三
～
六
七

頁
）。

（
117
）	

欄
外
に
朱
墨
「
○
」
印
あ
り
。

（
118
）	

段
玉
裁
は
「
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）」（
二
）
三
八
頁
注
五
五
。

（
119
）	

兪
曲
園
（
兪
樾
、
一
八
二
一
～
一
九
〇
七
）
は
『
北
平
日
記
』
二
二
〇
頁
注
三
二
。
さ
き
の
留
学
報
告
に
兪
樾
の
章
あ
り
。

（
120
）	

春
在
堂
は
、
兪
樾
旧
居
の
一
部
、
人
民
路
馬
医
科
巷
四
三
号
。
兪
樾
が
殿
試
で
「
淡
烟
疏
雨
落
花
天
」
の
詩
題
に
「
花
落
春
仍
在
、
天
時

尚
艶
陽
」
と
詠
み
、
主
考
官
の
曽
国
藩
は
こ
れ
を
激
賞
し
た
。
後
年
兪
樾
が
こ
こ
に
寓
居
す
る
と
、
曽
国
藩
は
「
春
在
堂
」
の
扁
額
を
贈
っ

た
と
い
う
。
高
倉
正
三
『
蘇
州
日
記
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
年
）
に
「
曲
園
は
多
分
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
、
居
室
も
埃
だ
ら
け
で
す
が

面
白
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
春
在
堂
の
額
や
版
木
が
そ
の
ま
ま
で
す
」
と
あ
る
（
昭
和
十
四
年
十
月
三
日
〔
高
倉
克
己
宛
〕、
七
～
八
頁
）。
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（
121
）	

恵
棟
は
、「
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）」（
二
）
五
二
～
五
三
頁
注
一
〇
二
。

（
122
）	

下
の
「
統
」
字
を
抹
消
。

（
123
）	
留
園
は
、
旧
市
街
の
西
北
（
姑
蘇
区
）
に
明
・
万
暦
二
十
一
（
一
五
九
三
）
年
、
元
太
僕
寺
小
卿
徐
泰
時
が
「
東
園
」
を
創
建
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。
そ
の
後
荒
廃
し
た
が
、
清
・
嘉
慶
三
（
一
七
九
八
）
年
、
劉
恕
が
改
築
し
て
寒
碧
荘
と
命
名
し
た
（
別
称
＝
劉
園
）。
太
平
天
国

の
乱
に
よ
り
再
び
荒
れ
、
同
治
十
二
（
一
八
七
三
）
年
、
湖
北
按
察
使
の
盛
康
（
宣
懐
）
が
購
入
し
て
三
年
か
け
て
大
規
模
改
修
を
行
い
、

「
劉
園
」
と
同
音
の
「
留
園
」
と
改
め
た
。
敷
地
面
積
約
一
万
坪
、
多
種
多
様
な
建
物
と
数
々
の
太
湖
石
で
知
ら
れ
る
。
一
九
三
八
年
八
月
に

訪
れ
た
火
野
葦
平
は
「
留
園
は
荒
れ
果
て
た
廢
園
で
あ
る
…
…
亡
び
つ
つ
あ
る
も
の
の
哀
し
き
美
し
さ
が
あ
る
…
…
聳
え
立
つ
樹
林
の
上
か

ら
、
五
位
鷺
は
さ
ん
さ
ん
と
白
銀
の
糞
尿
を
落
下
し
て
き
た
」
な
ど
と
記
し
た
（「
蘇
州
そ
の
他　

糞
尿
譚
」、『
河
童
昇
天
』、
改
造
社
、
一

九
四
〇
年
、
一
二
八
～
一
二
九
頁
）。
日
中
戦
争
末
期
、
日
本
軍
が
占
拠
し
た
。
戦
後
修
繕
が
行
わ
れ
、
一
九
五
四
年
に
公
開
さ
れ
た
。
北
京

の
頤
和
園
、
承
徳
の
避
暑
山
荘
、
蘇
州
の
拙
政
園
と
と
も
に
四
大
庭
園
と
さ
れ
る
。
一
九
九
七
年
世
界
文
化
遺
産
登
録
。

（
124
）	

筆
者
は
、
一
九
三
五
年
三
月
、
小
川
環
樹
、
赤
堀
英
三
と
と
も
に
蘇
州
を
訪
れ
た
。『
北
平
日
記
』
二
三
五
頁
注
一
〇
六
。

（
125
）	

下
の
「
美
し
」
二
字
を
抹
消
。

（
126
）	

冠
雲
台
は
、
留
園
内
に
あ
る
正
方
形
、
三
方
吹
き
抜
け
の
亭
。

（
127
）	

文
頭
「
こ
ゝ
も
亦
」
四
字
を
抹
消
。

（
128
）	

下
の
「
に
」
字
を
抹
消
。

（
129
）	

上
の
「
只
」
字
を
抹
消
。

（
130
）	

下
の
二
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
131
）	

西
園
（
別
名
戒
憧
律
寺
）
は
、
元
代
至
元
年
間
（
一
二
六
四
～
九
四
）
の
創
建
で
、
も
と
帰
元
寺
と
称
し
た
。
明
代
に
徐
泰
時
が
東
園
を

創
設
、
東
園
に
対
し
西
園
と
名
付
け
ら
れ
た
。
徐
泰
時
の
没
後
、
帰
元
寺
に
戻
る
。
崇
禎
八
（
一
六
三
五
）
年
、
改
宗
し
、
名
を
戒
幢
律
寺

と
改
め
た
。
咸
豊
十
一
（
一
八
六
〇
）
年
に
兵
火
で
焼
失
、
光
緒
年
間
に
再
建
さ
れ
た
。

（
132
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
133
）	

袁
殊
（
一
九
一
一
～
八
七
）
は
原
名
学
易
、
湖
北
省
蕲
春
生
ま
れ
、
著
名
な
「
五
面
相
ス
パ
イ
」。
働
き
な
が
ら
十
二
歳
で
上
海
立
達
学
園

に
入
学
、
無
政
府
組
織
「
黒
色
青
年
」
に
所
属
し
た
。
一
九
二
七
年
国
民
党
北
伐
軍
に
参
加
し
た
が
翌
年
上
海
に
戻
っ
た
。
一
九
二
九
～
三

一
年
、
日
本
へ
留
学
し
て
新
聞
学
を
専
攻
し
た
。
帰
国
後
、
上
海
で
『
文
藝
新
聞
』
を
創
刊
す
る
も
間
も
な
く
廃
刊
。
一
九
三
一
年
十
月
、
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中
国
共
産
党
に
入
党
。
こ
れ
を
隠
し
て
国
民
党
中
央
執
行
委
員
解
調
査
統
計
局
（
中
統
）、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
長
沙
統
計
局
（
軍
統
）、

黄
金
栄
・
杜
月
笙
ら
の
マ
フ
ィ
ア
（
青
帮
）、
上
海
総
領
事
館
総
領
事
館
副
領
事
岩
井
英
一
（
岩
井
公
館
）
に
属
し
各
所
の
諜
報
活
動
に
従
事

し
た
。
日
中
戦
争
開
始
後
、
日
本
側
組
織
に
奉
職
し
た
た
め
、
漢
奸
と
さ
れ
た
が
、
一
九
八
二
年
に
名
誉
回
復
。
小
泉
清
一
・
馬
場
毅
・
三

好
章
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー  

東
亜
同
文
書
院
・
岩
井
公
館
・
潘
漢
年
の
思
い
出

―
小
泉
清
一
氏
に
聞
く
」（
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会
『
中
国

21
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
二
〇
五
～
二
二
二
頁
）、
関
智
英
「
袁
殊
と
興
亜
建
国
運
動

―
汪
精
衛
政
権
成
立
前
後
の
対
日
和
平

陣
営
の
動
き
」（『
東
洋
学
報
』
第
九
四
巻
第
一
号
、
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
八
九
～
一
一
九
頁
）、
遠
藤
誉
『
毛
沢
東

―
日
本
軍

と
共
謀
し
た
男
』
新
潮
新
書
六
四
二
（
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
）、（
馮
暁
蔚
「
紅
色
特
工
袁
殊

―『
五
重
間
諜
』
的
潛
伏
傳
奇
」（『
春
秋
』

二
〇
二
二
年
第
三
号
、
中
国
人
民
政
治
協
会
議
山
東
省
委
員
会
弁
公
庁
、
二
三
～
二
八
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
134
）	

丁
丁
（
一
九
〇
七
生
）
は
、
本
名
丁
嘉
樹
、
別
名
丁
雨
林
、
丁
淼
。
そ
の
他
の
筆
名
は
金
馬
、
林
梵
な
ど
。
上
海
大
学
文
学
部
卒
業
。『
革

命
文
学
論
』（
泰
東
書
局
、
一
九
二
六
年
）
に
よ
り
文
壇
に
名
を
馳
せ
た
。
東
群
書
店
、
華
美
週
報
な
ど
の
編
輯
に
携
わ
っ
た
。
一
九
四
二
年

十
一
月
、
大
東
亜
文
学
者
会
議
の
た
め
来
日
（
役
職
＝
江
蘇
省
教
育
庁
主
任
秘
書
）。
一
九
四
九
年
に
香
港
へ
移
居
し
た
。
作
品
に
『
中
国
国

民
党
的
組
織
法
」（
大
東
書
局
、
一
九
二
八
年
）、『
浪
漫
的
恋
愛
故
事
』（
現
代
書
局
、
一
九
三
一
年
）、『
未
寄
的
詩
』（
群
衆
図
書
、
一
九
三

五
年
）、『
蹉
跎
集
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
四
二
年
）
な
ど
。
丁
丁
「
日
本
印
象
記
（
六
）
凄
烈
な
精
神
力
／
中
支
代
表
」（『
読
売
新
聞
』
一

九
四
二
年
十
一
月
七
日
朝
刊
三
頁
）、『
台
港
澳
及
海
外
華
人
作
家
詞
典
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
七
六
頁
、
徐
改
平
「
陳
獨
秀

編
著
過
『
革
命
文
學
史
』
嗎
」（『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
二
〇
〇
九
年
〇
六
期
、
中
国
現
代
文
学
館
、
一
四
六
～
一
五
一
頁
）
参
照
。

（
135
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
136
）	

下
の
「
ら
う
」
二
字
を
抹
消
。

（
137
）	

下
の
「
約
」
字
を
抹
消
。

（
138
）	

通
称
北
寺
塔
は
、
蘇
州
駅
の
す
ぐ
南
に
あ
る
。
呉
の
赤
烏
年
間
（
二
四
七
～
二
五
〇
）、
孫
権
が
母
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
通
玄
寺
を
築
造

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
唐
の
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）
に
開
元
寺
と
改
名
、
後
唐
の
同
光
年
間
（
九
二
三
～
九
二
六
）
に
再
建
さ
れ

た
際
、
報
恩
寺
と
な
る
。
梁
代
に
十
一
層
の
宝
塔
が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
た
び
た
び
壊
さ
れ
、
北
宋
に
な
っ
て
九
層
の
塔
が
再
建
さ
れ

た
。
現
在
の
塔
は
、
六
層
ま
で
の
塔
身
が
南
宋
、
七
層
以
上
は
明
代
、
廂
と
欄
干
は
清
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。
高
さ
七
六
メ
ー
ト
ル
、
九

階
か
ら
は
蘇
州
を
一
望
で
き
る
。

（
139
）	

下
の
「
る
」
字
を
抹
消
。
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（
140
）	

下
の
「
が
」
字
を
抹
消
。

（
141
）	

下
の
「
コ
ー
ヒ
ー
」
四
字
を
抹
消
。

（
142
）	
下
の
「
に
」
字
を
抹
消
。

（
143
）	
下
の
「（
蘇
州
南
京
間
二
等
」
八
字
を
抹
消
。

（
144
）	

下
の
二
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
145
）	

『
北
平
日
記
』
二
三
五
頁
注
一
〇
六
。

（
146
）	

『
江
蘇
日
報
』
は
一
九
四
一
年
十
月
十
日
、『
蘇
州
新
報
』
を
引
き
継
ぎ
創
刊
さ
れ
た
中
国
語
新
聞
。
当
該
記
事
は
〔
見
出
し
〕「
九
洲マ

マ

帝
大

敎
授
蒞
蘇
觀
光　

中
日
文
協
蘇
分
會
昨
邀
開　

中
日
文
化
座
談
會
並
歡
送
理
事
丁
丁
赴
日
考
察
」、〔
本
文
〕「（
本
紙
訊
）
日
本
九
洲
帝
國
大

學
名
敎
授
目
加
田
誠
氏
、
於
昨
日
來
蘇
觀
光
、
氏
爲
日
本
文
學
名
家
、
對
中
國
文
學
、
頗
有
硏
究
、
曾
於
七
年
前
來
華
遊
歷
、
此
番
特
來
清

鄕
地
區
考
察
文
藝
復
興
情
形
、
蒞
蘇
後
、
由
中
日
文
化
協
會
江
蘇
分
會
接
待
、
並
邀
請
蘇
州
文
化
名
流
、
于
下
午
六
時
、
假
百
貨
公
司
二
樓

擧
行
中
日
文
化
座
談
會
、
計
到
目
加
田
誠
、
黄
敬
齋
、
袁
殊
、
余
百
魯
、
唐
惠
民
、
后
大
椿
、
丁
丁
、
汪
正
禾
、
史
訓
遷
、
林
蘇
民
、
徐
徵
、

周
卓
人
、
大
竹
誠
、
謝
渙
然
、
張
修
明
、
呉
洪
烈
等
二
十
餘
人
、
對
中
日
文
化
交
流
、
及
東
亞
文
化
復
興
問
題
、
討
論
頗
詳
、
繼
之
擧
行
盛

大
宴
會
、
理
事
長
袁
殊
致
詞
」。
関
智
英
「『
江
蘇
日
報
』
社
論
目
録
（
一
）」（『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
』
第
二
六
号
、
明
治
大
学
東
洋
史
談
話

会
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
六
三
～
七
九
頁
）
参
照
。

（
147
）	

下
の
「
新
聞
記
者
と
い
ふ
も
の
は
日
本
も
支
那
も
同
じ
く
心
得
た
も
の
だ
。
恥
し
く
な
る
。」
三
十
二
字
を
抹
消
。

（
148
）	

首
都
飯
店
（
中
山
北
路
）
は
、
華
中
鉄
道
直
営
の
日
系
旅
館
。〔
国
図
〕『
江
南
の
旅
』
七
二
頁
参
照
。

（
149
）	

下
の
「
漢
口
」
二
字
を
抹
消
。

（
150
）	

宝
来
館
（
延
齢
路
）
は
、
日
系
旅
館
。
同
左
七
三
頁
参
照
。

（
151
）	

下
の
「
低
く
、（
壊
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
）
そ
れ
を
」
十
六
字
を
抹
消
。

（
152
）	

下
の
「
同
じ
町
だ
と
は
思
は
れ
な
い
」
十
一
字
を
抹
消
。

（
153
）	

夫
子
廟
は
、
秦
淮
河
北
岸
の
貢
院
街
に
あ
る
。
東
晋
咸
康
三
（
三
三
七
）
年
創
建
、
北
宋
景
祐
元
（
一
〇
三
四
）
年
孔
子
廟
に
改
築
さ
れ

た
。
南
宋
・
清
代
の
二
度
、
焼
失
に
よ
る
再
建
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
の
訪
問
時
は
、
日
中
戦
争
に
よ
り
「
明
倫
堂
を
除
く
こ
ら
れ
の
建
物
は

焼
失
し
て
し
ま
つ
た
。
附
近
に
は
茶
館
、
映
畫
館
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
商
家
、
妓
院
等
が
あ
り
、
日
夜
雜
沓
を
極
め
て
ゐ
」
た
（
前
掲
〔
国

図
〕『
江
南
の
旅
』
六
五
頁
）。
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（
154
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
155
）	

上
の
「
出
入
り
す
る
人
の
盛
ん
な
」
十
字
を
抹
消
。

（
156
）	
画
舫
は
、
秦
淮
河
で
宴
遊
を
催
し
た
色
彩
豊
か
な
屋
形
船
。

（
157
）	
古
書
店
は
夫
子
廟
付
近
に
集
中
し
、
筆
者
の
記
す
二
店
は
朱
雀
路
あ
っ
た
。
日
本
軍
南
京
侵
攻
後
、
接
収
書
の
一
部
が
市
場
に
流
入
し
て

い
た
と
い
う
。
保
文
堂
は
、
一
九
三
六
年
以
降
、
状
元
境
よ
り
移
転
し
て
き
た
店
で
、
店
主
張
氏
は
、
河
北
省
衡
水
の
人
、
ア
ヘ
ン
愛
用
者
。

ほ
か
に
愚
直
な
店
員
彭
氏
が
い
た
。
翰
文
書
店
（
翰
文
斎
）
の
店
主
銭
氏
は
揚
州
の
人
。
兄
弟
四
人
で
営
業
、
叢
書
を
影
印
し
て
販
売
し
て

い
た
。
徐
雁
『
中
国
旧
書
業
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
一
四
～
二
一
八
頁
参
照
。

（
158
）	

『
文
心
雕
龍
』
は
、『
北
平
日
記
』
四
九
頁
注
一
八
一
。
筆
者
は
『
文
心
雕
龍
』
を
一
九
四
一
、
四
四
年
に
教
材
と
し
て
い
る
。「
目
加
田
教

授
講
義
題
目
」（『
文
学
研
究
』
第
六
五
輯
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
六
八
年
三
月
、
ⅶ
～
ⅻ
頁
）
参
照
。

（
159
）	

『
紅
楼
夢
』
は
、『
北
平
日
記
』
一
三
〇
頁
注
三
。「
王
希
廉
評
本
」
は
、『
新
評
繍
像
紅
樓
夢
全
伝
』
一
二
〇
回
、
道
光
十
二
（
一
八
三
二
）

年
刊
。
王
希
廉
（
一
八
〇
五
～
七
七
）
は
、
原
名
は
希
棣
、
字
は
雪
香
ま
た
は
雪
薌
、
江
蘇
省
蘇
州
の
人
。
清
代
『
紅
楼
夢
』
三
代
評
家
の

一
人
。
書
画
詩
文
に
秀
で
、
虞
山
に
寓
居
し
て
才
媛
の
妾
・
周
綺
と
風
雅
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
編
に
『
孿
史
』
四
十
八
巻
が
あ
る
。
筆
者

は
『
紅
楼
夢
』
を
一
九
三
五
、
三
六
年
に
教
材
と
し
て
い
る
（
～
一
九
四
五
年
）。
李
永
泉
「
王
希
廉
家
世
生
平
補
考
」（『
紅
楼
夢
学
学
刊
』

二
〇
一
三
年
〇
二
期
、
中
国
藝
術
研
究
院
、
一
二
二
～
一
三
五
頁
）、
前
掲
「
目
加
田
教
授
講
義
題
目
」
参
照
。

（
160
）	

下
の
「
珍
し
い
が
」
四
字
を
朱
墨
に
て
抹
消
。

（
161
）	

秣
陵
村
（
現
南
京
市
江
寧
区
）
は
、
南
京
市
街
よ
り
南
へ
約
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
同
仁
会
南
京
診
療
班
が
、
一
九
三
九
年
七
月
よ
り
、

南
京
防
疫
所
よ
り
感
染
症
診
療
を
引
き
継
ぎ
、
分
院
と
し
た
。
上
海
自
然
科
学
研
究
所
二
代
目
所
長
の
新
城
新
蔵
は
、
一
九
三
八
年
八
月
、

南
京
で
調
査
中
に
赤
痢
に
よ
り
急
逝
し
て
い
る
。「
第
八
章　

南
京
診
療
班
」（『
同
仁
会
四
十
年
史
』、
同
仁
会
、
一
九
四
三
年
、
三
四
二
～

三
六
六
頁
）
参
照
。

（
162
）	

「
岩
崎
大
佐
」
は
、
支
那
派
遣
軍
報
道
部
長
岩
崎
春
茂
。
当
時
南
京
在
勤
の
報
道
部
員
は
、
上
田
良
作
少
佐
、
鷹
尾
正
中
尉
、
石
原
円
彌
、

石
川
信
雄
、
河
田
友
英
、
猪
野
喜
三
郎
。〔
国
図
〕
支
那
派
遣
軍
報
道
部
編
『
紙
弾
』（
支
那
派
遣
軍
報
道
部
、
一
九
四
三
年
、
一
～
六
・
一

七
〇
～
一
七
一
頁
）
参
照
。

（
163
）	

張
資
平
（
一
八
九
三
～
一
九
五
九
）
は
、
原
名
張
星
儀
、
広
東
省
梅
県
の
人
。
家
塾
、
広
益
中
西
学
堂
、
高
等
巡
警
学
堂
で
学
ぶ
。
一
九

一
二
年
、
日
本
留
学
試
験
に
合
格
。
第
一
高
等
学
校
よ
り
第
五
高
等
学
校
へ
転
入
し
た
。
一
九
一
八
年
夏
、
福
岡
の
筥
崎
宮
参
道
で
郭
沫
若
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と
再
会
し
、
約
二
ヶ
月
間
、
こ
の
付
近
に
逗
留
し
た
。
翌
年
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
地
質
学
科
に
入
学
、
創
作
活
動
を
始
め
、
一
九
二
一
年

に
郭
沫
若
、
郁
達
夫
ら
と
と
も
に
創
造
社
を
設
立
し
た
。
翌
年
帰
国
し
、
一
九
二
六
年
武
昌
第
四
中
山
大
学
教
授
、
一
九
二
八
年
曁
南
大
学

教
授
と
な
る
。
旁
ら
で
恋
愛
小
説
を
主
に
創
作
を
続
け
、
新
宇
宙
書
局
編
集
者
の
ほ
か
、
楽
群
書
店
を
主
催
し
『
楽
群
月
刊
』
を
創
刊
、
汗

血
社
『
国
民
文
学
』
主
編
集
長
を
つ
と
め
た
。
日
中
戦
争
開
戦
後
は
、
一
九
四
〇
年
南
京
政
府
農
鉱
部
技
師
、
一
九
四
一
年
南
京
中
日
文
化

協
会
『
中
日
文
化
』
編
集
長
と
な
っ
た
。
戦
後
は
漢
奸
と
さ
れ
、
編
集
・
翻
訳
の
仕
事
に
従
事
し
た
。
著
書
に
『
飛
絮
』（
創
造
社
、
一
九
二

六
年
）、『
愛
之
焦
点
』（
創
造
社
、
一
九
二
八
年
）、『
自
然
地
理
学
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
松
岡
純
子
「
張
資
平

『
約
檀
河
之
水
（T

he W
ater of Yoldan River

）』
論
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
三
〇
巻
、
一
九
九
二
年
五
月
、
一
〇
一
～
一
二
四
頁
）、

前
掲
杉
野
元
子
「
南
京
中
日
文
化
協
会
と
張
資
平
」
ほ
か
参
照
。

（
164
）	

陳
大
悲
（
一
八
八
七
～
一
九
四
四
）
は
、
本
名
陳
聴
弈
、
浙
江
省
杭
州
の
人
。
一
九
〇
八
年
蘇
州
の
東
呉
大
学
に
入
学
、
演
劇
活
動
を
始

め
た
。
一
九
一
一
年
、
大
学
を
離
れ
て
上
海
に
移
り
俳
優
と
な
る
。
一
九
一
八
年
日
本
に
渡
り
、
翌
年
帰
国
し
て
北
京
で
晨
報
社
職
員
と
な

る
。
演
劇
論
や
戯
曲
小
説
を
発
表
、
一
九
二
一
年
四
月
よ
り
『
晨
報
副
刊
』
に
「
愛
美
（
＝
ア
マ
チ
ュ
ア
）
的
戯
劇
」
を
連
載
し
た
。
翌
年

十
一
月
に
人
藝
戯
劇
専
門
学
校
を
開
校
し
た
が
一
年
余
で
活
動
は
終
わ
っ
た
。
一
九
二
八
年
南
京
国
民
政
府
外
交
科
長
就
任
後
は
官
職
と
演

劇
界
を
行
き
来
し
、
一
九
四
二
年
中
日
文
化
協
会
湖
北
分
会
主
任
幹
事
と
な
り
武
漢
で
演
劇
活
動
を
行
っ
た
。
瀬
戸
宏
「
陳
大
悲
と
人
藝
戯

劇
専
門
学
校
」（『
東
方
学
』
第
一
〇
三
輯
、
東
方
学
会
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
九
八
～
一
一
一
頁
）、
鈴
木
直
子
「
陳
大
悲
と
ア
マ
チ
ュ
ア
演

劇
」（『
中
国
文
化　

研
究
と
教
育
』
第
七
〇
号
、
中
国
文
化
学
会
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
三
九
～
四
六
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
165
）	

陳
寥
士
（
一
八
九
八
～
一
九
七
〇
）
は
、
原
名
は
陳
道
量
、
別
称
陳
器
伯
、
浙
江
省
寧
波
出
身
。
同
郷
の
書
家
沙
孟
海
ら
と
と
も
に
馮
君

木
に
学
ぶ
。
著
書
に
『
七
塔
寺
志
』（
一
九
三
七
年
）
が
あ
る
。
一
九
三
九
年
十
二
月
、
中
国
文
藝
協
会
常
務
理
事
就
任
。
一
九
四
三
年
当

時
、
国
民
政
府
監
察
院
参
事
、
行
政
院
文
物
保
護
委
員
、
博
物
専
門
委
員
会
顧
問
、
中
国
作
家
連
盟
議
会
常
務
幹
事
、
中
国
詩
刊
社
社
長
。

〔
国
図
〕
上
海
自
然
科
学
研
究
所
編
『
中
国
文
化
情
報
』
第
二
一
号
（
上
海
自
然
科
学
研
究
所
、
一
九
四
〇
年
一
月
）
二
三
頁
、
陳
寥
士
「
文

学
者
大
会
に
寄
す　

出
席
代
表
の
言
葉
（
五
）
／
日
本
国
民
に
寄
す
／
南
京
代
表
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
三
年
八
月
十
七
日
朝
刊
四
頁
）

参
照
。

（
166
）	

樊
仲
雲
（
一
九
〇
一
～
九
〇
）
は
、
名
は
琛
、
字
は
徳
懿
（
又
は
徳
一
）、
筆
名
は
従
予
等
、
浙
江
省
峡
県
甘
霖
鎮
の
人
。
一
九
二
二
年
商

務
印
書
館
に
入
り
、『
東
方
雑
誌
』
な
ど
の
編
輯
を
担
当
し
た
。
上
海
事
変
後
、
教
育
部
よ
り
二
年
間
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
。
帰
国
後
、
南
京

中
央
政
治
学
校
、
復
旦
大
学
な
ど
で
国
政
政
治
学
を
教
え
た
。
他
方
、
周
仏
海
ら
と
新
生
命
書
局
を
創
設
、
週
刊
『
社
会
与
教
育
』
の
主
編
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を
兼
ね
た
。
日
中
戦
争
開
戦
後
に
香
港
へ
転
居
し
た
が
、
一
九
三
九
年
汪
政
権
の
中
央
執
委
員
と
な
り
、
一
九
四
〇
年
七
月
中
央
大
学
校
長

に
就
任
、
そ
の
後
も
複
数
の
要
職
に
就
い
た
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
は
再
び
香
港
へ
移
り
、
国
際
政
治
評
論
家
と
し
て
活
動
し
た
。
樊

仲
雲
「
中
日
和
平
の
路
」（『
師
と
友
』
十
二
巻
三
号
、
全
国
師
友
協
会
、
一
九
六
〇
年
三
月
、
一
四
～
一
七
頁
）
を
翻
訳
し
た
池
田
篤
紀
は
、

樊
仲
雲
に
つ
い
て
「
温
厚
篤
実
の
君
子
人
で
、
非
常
な
勉
強
家
で
あ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

（
167
）	
国
立
中
央
大
学
は
、
一
九
〇
二
年
の
三
江
師
範
学
堂
創
設
に
始
ま
る
。
一
九
二
一
年
に
高
等
師
範
学
校
か
ら
国
立
東
南
大
学
に
昇
格
、
一

九
二
八
年
国
立
中
央
大
学
と
な
っ
た
。
一
九
三
七
年
、
南
京
に
日
本
軍
が
侵
攻
す
る
と
教
員
学
生
の
多
く
は
西
遷
し
た
。
一
九
四
〇
年
四
月
、

汪
政
権
が
同
名
に
よ
り
再
開
し
た
。

（
168
）	

麓
保
孝
（
一
九
〇
七
～
一
九
八
八
）
は
、
筆
者
の
後
輩
。『
北
平
日
記
』
九
〇
頁
注
四
八
、
同
一
四
三
頁
注
八
六
。
一
九
四
二
年
九
月
、
日

本
大
使
館
一
等
通
訳
官
と
し
て
南
京
に
赴
任
し
て
い
た
。「
麓
保
孝
教
授
略
歴
お
よ
び
研
究
業
績
」（『
防
衛
大
学
校
紀
要
』
第
二
六
輯
、
防
衛

大
学
校
、
一
九
七
三
年
三
月
、
一
～
七
頁
）
参
照
。

（
169
）	

福
昌
飯
店
（
中
山
路
五
七
号
ま
た
は
七
五
号
）
は
、
一
九
三
二
年
開
業
の
ホ
テ
ル
。
民
国
建
築
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

（
170
）	

下
の
「
り
度
い
」
三
字
を
抹
消
。

（
171
）	

下
の
「
い
」
字
を
抹
消
。

（
172
）	

下
の
「
形
は
ど
う
で
あ
ら
う
と
も
。」
十
一
字
を
抹
消
。
欄
外
に
朱
墨
「
○
」
印
あ
り
。

（
173
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
174
）	

顧
炎
武
（
一
六
一
三
～
一
六
八
一
）、
黄
宗
羲
（
一
六
一
〇
～
一
六
九
五
）
は
、
清
初
の
著
名
な
考
証
学
者
。

（
175
）	

国
民
政
府
文
物
保
管
委
員
会
図
書
専
門
委
員
会
所
属
の
図
書
館
。
日
本
軍
の
南
京
侵
攻
後
、
南
京
市
内
よ
り
八
十
数
万
冊
の
書
が
接
収
さ

れ
、
一
九
三
九
年
夏
、
二
十
五
名
が
二
ヶ
月
が
か
り
で
一
次
分
類
を
終
え
た
。
こ
れ
ら
の
接
収
図
書
・
宝
物
等
は
、
南
京
還
都
一
周
年
を
記

念
し
て
、
一
九
四
一
年
三
月
二
十
六
日
に
中
支
建
設
資
料
整
備
委
員
会
よ
り
汪
精
衛
政
権
へ
返
還
さ
れ
、
文
物
保
管
委
員
会
が
整
理
を
継
承

し
た
。
宝
物
類
は
、
同
年
七
月
よ
り
後
述
の
博
物
館
で
一
般
公
開
が
始
ま
っ
て
い
た
。
金
丸
裕
一
「
批
判
と
反
省　

戦
時
江
南
図
書
『
掠
奪

説
』
誕
生
の
歴
史
的
背
景
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
七
九
〇
号
、
績
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
七
月
、
二
五
～
三
二
頁
）
参
照
。

（
176
）	

欄
外
に
朱
墨
「
○
」
印
あ
り
。「
国
学
図
書
館
」
は
、
江
蘇
省
立
国
学
図
書
館
。
所
在
地
は
龍
蟠
里
。
一
九
五
二
年
、
国
立
南
京
図
書
館
に

併
合
さ
れ
た
。「
丁
氏
八
千
巻
楼
」
は
、
清
末
四
大
蔵
書
楼
の
一
つ
で
、
清
末
の
蔵
書
家
丁
申
（
一
八
二
九
～
八
七
）、
丁
丙
（
一
八
三
三
～

九
九
）
兄
弟
の
蔵
書
楼
。
丁
氏
兄
弟
は
、
浙
江
省
杭
州
銭
塘
の
人
。
豊
富
な
浙
江
の
文
献
の
ほ
か
和
刻
本
や
朝
鮮
本
な
ど
も
蔵
し
て
い
た
が
、
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丁
氏
の
子
孫
が
事
業
に
失
敗
、
流
亡
を
危
惧
し
た
両
江
総
督
端
方
（
一
八
六
一
～
一
九
一
一
）
が
七
万
三
千
元
を
投
じ
て
買
収
し
、
一
九
〇

七
年
に
江
南
図
書
館
を
設
立
し
て
収
蔵
し
た
。
前
掲
高
橋
智
『
書
誌
学
の
す
す
め

―
中
国
の
愛
書
文
化
に
学
ぶ
』
三
五
～
三
七
頁
、
鳥
井

克
之
「
南
京
図
書
館
新
館
・
金
陵
図
書
館
見
聞
記
」（『
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
二
〇
号
、
関
西
大
学
図
書
館
、
二
〇
一
五
年
六

月
、
一
六
～
二
二
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
177
）	

朝
天
宮
は
、
呉
王
夫
差
が
佩
剣
を
鍛
え
る
冶
城
を
設
け
た
の
が
始
ま
り
で
、
明
の
洪
武
十
七
（
一
三
八
四
）
年
、
朝
天
宮
と
改
称
し
朝
賀

の
儀
式
を
学
ぶ
場
と
な
っ
た
。
明
末
の
戦
乱
で
焼
失
、
清
初
に
道
観
と
な
り
改
修
を
重
ね
発
展
し
た
。
同
治
五
年
（
一
八
六
六
）
年
に
江
南

府
学
が
移
転
し
た
。
一
九
二
七
年
以
降
は
裁
判
所
が
置
か
れ
た
。

（
178
）	

檔
案
は
、
政
権
の
公
文
書
。
檔
子
と
も
い
う
。

（
179
）	

鶏
鳴
寺
は
、
鶏
籠
山
の
東
麓
、
北
側
は
玄
武
湖
に
面
す
る
古
刹
。
遡
源
に
は
二
説
あ
る
。
栖
玄
寺
＝
三
国
呉
～
西
晋
永
康
元
（
三
〇
〇
）

年
創
建
を
遡
源
と
す
る
説
。
も
う
一
つ
は
、
同
泰
寺
＝
南
朝
梁
普
通
八
（
五
二
七
）
を
遡
源
と
す
る
説
。
梁
武
帝
の
も
と
隆
盛
を
誇
り
「
南

朝
第
一
」
と
称
さ
れ
る
。
明
の
洪
武
十
八
（
一
三
八
七
）
年
勅
命
に
よ
り
鶏
鳴
寺
が
創
建
さ
れ
、
以
後
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
。

（
180
）	

国
民
政
府
は
、
中
央
政
治
委
員
会
、
行
政
院
、
立
法
院
、
外
交
部
と
と
も
に
鶏
鳴
寺
の
道
向
か
い
に
あ
っ
た
。

（
181
）	

中
華
民
国
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
。
北
京
東
路
一
号
、
所
長
は
傅
斯
年
（
一
八
九
六
～
一
九
五
〇
）。
一
九
二
八
年
に
広
州
で
創
設

さ
れ
た
。
歴
史
、
語
言
、
考
古
、
人
類
学
の
四
部
門
。
翌
年
北
京
、
一
九
三
六
年
に
南
京
へ
移
っ
た
。
日
中
戦
争
中
は
、
長
沙
、
昆
明
、
四

川
省
南
渓
県
李
荘
を
転
々
と
し
、
一
九
四
六
年
南
京
へ
戻
り
、
一
九
四
八
年
台
湾
へ
移
っ
た
。
現
在
跡
地
に
は
、
中
国
科
学
院
南
京
地
質
古

生
物
研
究
所
が
あ
る
。

（
182
）	

趙
元
任
（
一
八
九
二
～
一
九
八
二
）
は
、
字
は
宣
重
、
原
籍
は
常
州
、
天
津
生
ま
れ
。
中
国
現
代
言
語
学
の
父
。
一
九
〇
七
年
、
南
京
の

江
南
高
等
学
堂
に
入
学
、
一
九
一
〇
年
清
華
学
堂
奨
学
金
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
・
大
学
院
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
院

で
学
ぶ
。
一
九
二
〇
年
帰
国
。
清
華
大
学
で
数
学
、
物
理
学
、
中
国
音
韻
学
、
普
通
語
言
学
、
静
養
音
楽
な
ど
を
担
当
し
た
。
一
九
二
八
年

よ
り
歴
史
語
言
研
究
所
研
究
員
と
し
て
各
地
の
方
言
調
査
に
赴
く
。
一
九
三
八
年
ハ
ワ
イ
へ
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
移
住
、
エ
ー
ル
大

学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
る
。
一
九
五
四
年
に
ア
メ
リ
カ
国
籍
取
得
。
一
九
六
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
東
洋
学
会
会
長
。
著
書
に

『
現
代
呉
語
的
研
究
』（
清
華
学
校
研
究
院
、
一
九
二
八
年
）、『Language and Sym

bolic System
s

』（Cam
bridge U

niversity Press

、

一
九
六
八
年
）
な
ど
、
橋
本
萬
太
郎
訳
『
言
語
学
入
門

―
言
語
と
記
号
シ
ス
テ
ム
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）、
共
著
『
湖
北
方
言
調

査
報
告
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
八
年
）
な
ど
。「
教
我
如
何
不
想
他
」
を
作
曲
（
作
詞
劉
半
農
）。
小
川
環
樹
「
趙
元
任
先
生
の
追
憶
」
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（『
談
往
閑
語
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
七
一
～
一
八
二
頁
）
ほ
か
参
照
。

（
183
）	

『
北
平
日
記
』
二
三
五
頁
注
一
〇
六
、
一
九
三
五
年
三
月
九
日
。

（
184
）	
前
述
の
歴
史
語
言
研
究
所
と
国
立
故
宮
博
物
院
南
京
分
院
の
所
蔵
品
を
指
す
。
国
立
故
宮
博
物
院
（
一
九
二
五
年
十
月
十
日
創
設
）
は
、

満
洲
事
変
後
、
日
本
軍
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
一
九
三
三
年
上
海
へ
移
送
、
さ
ら
に
一
九
三
六
年
十
二
月
南
京
へ
運
ば
れ
、
翌
年
一
月
南
京

分
院
を
開
設
し
て
保
管
し
た
。
間
も
な
く
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
の
一
部
は
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
品
と
と
も
に
各
地
を
転
々
と
し
、
四

川
省
巴
県
な
ど
に
保
管
さ
れ
た
。
筆
者
が
観
覧
し
た
の
は
、
残
さ
れ
て
い
た
文
物
と
思
わ
れ
る
。
松
金
公
正
「
台
北
故
宮
と
『
中
華
』
と
の

距
離

―『
建
院
七
〇
周
年
』
と
『
建
院
八
〇
周
年
』
と
の
間
の
連
続
性
と
非
連
続
性
」（
沼
崎
一
郎
・
佐
藤
幸
人
編
『
交
錯
す
る
台
湾
社
会
』

日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
九
～
二
五
〇
頁
）、〔
台
湾
〕
国
立
故
宮
博
物
院
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
故

宮
院
史
」（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝https://w

w
w

.npm
.gov.tw

/A
rticles.aspx?sno=03012532&

l=1

、
最
終
確
認
日
＝
二
〇
二
三
年
四
月
七
日
）
ほ

か
参
照
。

（
185
）	

下
の
「
見
」
字
を
抹
消
。

（
186
）	

「
広
運
之
宝
」
は
、
勅
諭
、
勅
書
の
末
尾
に
押
さ
れ
る
玉
璽
。
明
代
の
初
め
に
定
め
ら
れ
た
十
七
宝
璽
の
一
つ
で
、
明
内
廷
で
用
い
ら
れ

た
。『
明
史
』
輿
服
志
四
、
職
官
志
三
尚
宝
司
ほ
か
参
照
。
ノ
ー
ト
は
四
字
目
を
「
印
」
と
記
す
。

（
187
）	

下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
188
）	

こ
の
日
は
、
旧
暦
九
月
十
五
日
、
満
月
。
前
出
の
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
松
枝
茂
夫
文
庫
に
、
当
日
付
の
松
枝
茂
夫
宛
絵
葉

書
が
あ
る
。
上
海
、
蘇
州
訪
問
の
様
子
と
今
後
の
予
定
な
ど
を
記
す
（
発
信
元
住
所
＝
南
京
、
軍
事
郵
便
、
目
録
番
号
五
二
〇
）。

（
189
）	

魯
迅
『
阿
Ｑ
正
伝
』
の
劇
作
本
は
複
数
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
陳
夢
韻
編
『
阿
Ｑ
劇
本
』（
華
通
書
局
、
一
九
三
一
年
）
六
幕
、
田
漢
編
『
阿

Ｑ
正
伝
』（
戯
劇
時
代
出
版
社
、
一
九
三
七
年
）
五
幕
、
許
幸
之
編
『
阿
Ｑ
正
伝
』（
光
明
書
局
、
一
九
四
〇
年
）
六
幕
。
田
漢
編
は
宮
越
健

太
郎
訳
（
文
求
堂
、
一
九
四
一
年
）
が
あ
る
。
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
な
し
。

（
190
）	

「
前
門
」
は
、「
大
前
門
」
か
。
一
九
一
六
年
に
外
資
系
の
英
美
煙
公
司
よ
り
発
売
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
国
営
化
さ
れ
、
商
品
名
を
継
承
、

現
在
も
大
前
門
集
団
よ
り
販
売
中
。「
ス
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
は
、「
三
炮
台
（T

he T
hree Castle

）」、
英
美
煙
公
司
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
。

軍
幹
部
に
も
愛
好
さ
れ
た
と
い
う
。

（
191
）	

中
山
碼
頭
を
指
す
か
。
日
本
軍
に
接
収
さ
れ
、
安
宅
桟
橋
と
改
称
さ
れ
て
い
た
。
碼
頭
〔
中m

ǎ tóu

〕
埠
頭
、
波
止
場
。

（
192
）	

長
江
航
路
（
上
海
～
漢
口
）
は
、
日
中
戦
争
開
始
に
伴
い
激
減
し
て
殆
ど
日
本
船
と
な
っ
た
。
日
本
の
運
営
会
社
は
、
そ
の
他
の
航
路
と
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と
も
に
一
九
三
九
年
八
月
創
設
の
国
策
会
社
、
東
亜
海
運
株
式
会
社
に
一
本
化
さ
れ
て
い
た
。『
日
清
汽
船
株
式
会
社
三
十
年
史
及
追
補
』、

日
清
汽
船
株
式
会
社
、
一
九
四
一
年
）
一
九
三
～
二
〇
〇
頁
、〔
国
図
〕『
支
那
の
航
運
』（
東
亜
海
運
、
一
九
四
三
年
十
月
）
一
〇
〇
～
一
〇

二
・
一
四
二
～
一
四
四
頁
ほ
か
参
照
。

（
193
）	
下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
194
）	

紫
金
山
は
、
南
京
市
東
部
に
あ
る
。
標
高
四
四
八
．
九
メ
ー
ト
ル
。
旧
名
は
鍾
山
、
蔣
山
。
山
麓
に
中
山
陵
、
明
孝
陵
、
霊
谷
寺
な
ど
が

あ
る
。

（
195
）	

安
徽
省
蕪
湖
市
。

（
196
）	

下
の
「
五
時
半
」
三
字
を
抹
消
。

（
197
）	

下
の
「
江
上
に
は
霧
ま
よ
ひ
」
八
字
を
抹
消
。

（
198
）	

下
の
「
出
て
」
二
字
を
朱
筆
に
て
抹
消
、「
残
つ
て
」
加
筆
。

（
199
）	

鳧
は
マ
ガ
モ
、
鷖
は
カ
モ
メ
科
の
水
鳥
。『
詩
経
』
大
雅
、
生
民
之
什
に
鳧
鷖
篇
が
あ
る
。

（
200
）	

下
の
「
滔
」
字
を
抹
消
。

（
201
）	

現
在
の
安
徽
省
安
慶
市
。

（
202
）	

下
の
「
の
で
残
念
だ
」
五
字
を
抹
消
。

（
203
）	

欄
外
に
朱
墨
「
○
」
印
あ
り
。

（
204
）	

下
の
「
く
の
ぼ
つ
た
」
五
字
を
朱
墨
に
て
抹
消
。

（
205
）	

下
の
「
美
し
く
」
三
字
を
抹
消
。

（
206
）	

次
行
の
一
文
「
右
に
彭
沢
と
思
は
れ
る
あ
た
り
、
山
々
の
起
伏
が
美
し
い
。」
二
十
三
字
を
抹
消
。

（
207
）	

下
の
「
江
上
に
」
三
字
を
抹
消
。

（
208
）	

左
の
「
す
る
あ
り
」
四
字
を
抹
消
。

（
209
）	

下
の
「
が
」
字
を
抹
消
。

（
210
）	

左
の
「
山
」
字
を
抹
消
。

（
211
）	

下
の
「
ゐ
る
」
二
字
を
抹
消
。

（
212
）	

下
の
「
非
常
に
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
。」
十
字
を
抹
消
。
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（
213
）	

小
孤
山
と
も
記
す
。
安
徽
省
安
慶
市
宿
松
県
の
南
東
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
長
江
河
畔
に
聳
え
る
小
さ
な
山
。

（
214
）	

江
西
省
九
江
市
彭
沢
県
。

（
215
）	
下
の
「
か
ら
」
二
字
を
抹
消
。

（
216
）	
下
の
一
字
を
抹
消
、
判
読
不
能
。

（
217
）	
廬
山
は
、
九
江
市
南
方
の
名
山
。
山
峰
に
は
漢
陽
峰
、
香
炉
峰
、
五
老
峰
な
ど
が
あ
り
、
最
高
峰
の
漢
陽
峰
は
標
高
一
四
七
四
七
メ
ー
ト

ル
。

（
218
）	

下
の
「
し
て
く
る
」
四
字
を
抹
消
。

（
219
）	

鄱
陽
湖
は
、
廬
山
の
東
側
、
長
江
南
岸
に
あ
る
中
国
最
大
の
淡
水
湖
。
平
時
の
面
積
は
、
三
一
五
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
減
水
期

と
増
水
期
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
。

（
220
）	

下
の
「
■
ち
し
い
」
四
字
を
抹
消
。

（
221
）	

下
の
「
な
の
で
を
ど
ろ
い
た
。」
九
字
を
抹
消
。

（
222
）	

下
の
「
あ
ま
り
」
三
字
を
抹
消
。

（
223
）	

上
の
「
軍
」
字
、
下
の
一
字
（
判
読
不
能
）
を
抹
消
。

（
224
）	

義
五
郎
、
千
鶴
子
は
、
筆
者
の
弟
妹
。

（
225
）	

能
仁
寺
は
、
も
と
承
天
院
と
呼
ば
れ
、
梁
武
帝
時
代
の
創
建
。
北
宋
の
仁
宗
（
在
位
一
〇
二
二
～
六
三
）
の
と
き
、
白
雲
端
禅
師
に
よ
り

再
興
さ
れ
た
。
元
の
至
正
十
二
（
一
三
五
二
）
年
に
焼
失
し
た
が
、
明
の
洪
武
十
二
（
一
三
七
九
）
年
に
修
復
さ
れ
、
弘
治
五
（
一
四
九
二
）

年
に
能
仁
寺
と
改
称
し
た
。
大
勝
塔
も
こ
の
と
き
の
創
建
、
同
治
九
（
一
八
七
〇
）
年
に
修
復
さ
れ
た
。
六
角
七
重
、
高
さ
約
四
十
二
メ
ー

ト
ル
。
当
時
、
寺
内
は
荒
廃
し
、
塔
の
み
屹
立
し
て
い
た
。〔
国
図
〕
常
盤
大
定
・
関
野
貞
『
支
那
文
化
史
跡　

解
説
』
第
十
巻
（
法
蔵
館
、

一
九
四
〇
年
）
七
〇
～
七
一
頁
ほ
か
参
照
。

※
本
研
究
は
︑JSPS 

科
研
費JP20K

12947

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
︒

48

文
学
研
究

　
第
百
二
十
一
輯


